
図 面 番 号

Ｅ－０１

Ｅ－０２

Ｅ－０３

図 面 リ ス ト

図 面 番 号

Ａ－１６

Ａ－１７

Ａ－１８

Ａ－１５

Ａ－１９

建 築 主 体 工 事

Ａ－０６

Ａ－０７

Ａ－０８

Ａ－０９

Ａ－１４

Ａ－１０

Ａ－１１

Ａ－１２

Ａ－１３

Ａ－０１

Ａ－００

Ａ－０２

Ａ－０３

Ａ－０４

Ａ－０５

タイトル・図面リスト

図 面 番 号

展開図-2

展開図-1

展開図-4

展開図-3

現況 １階平面図

面積表

案内図 付近見取図 屋外仕上表

改修 １階平面図

改修 立面図

現況 立面図

改修 ２階平面図

現況 ２階平面図

内部仕上表-1

内部仕上表-2

令和6年度

椎葉村UIターンサポートセンター事務所整備工事

給 排 水 設 備 工 事電 気 設 備 工 事

Ａ－２０

Ａ－２１

Ｍ－０１

Ｍ－０２

Ｍ－０３

Ｍ－０４

Ｍ－０５

Ｍ－０６

展開図-6

展開図-7

展開図-8

建具表-1

展開図-5

建具表-2

基礎伏図　床伏図

機械設備工事特記仕様書

器具表・機器表

給排水設備　改修 １階平面図

空調換気設備　改修 １階平面図

空調換気設備　改修 ２階平面図

既存撤去図

電気設備工事　特記仕様書

盤結線図・照明器具姿図

引込・幹線・弱電設備 １階平面図

Ｅ－０４

Ｅ－０５

Ｅ－０６

Ｅ－０７

Ｅ－０８

Ｅ－０９

電灯設備 １階平面図

電灯設備 ２階平面図

コンセント設備 １階平面図

コンセント・弱電設備 ２階平面図

電気設備撤去 ２階平面図

電気設備撤去 １階平面図　

事

記 －－－ 工事図面

ＴＥＬ０９８２(５６)-５５３０

尾 前 設 計 合 同 会 社 宮崎県知事登録 第A-６ ６ ０ ２号

一級建築士　大臣登録第２ ０ ６ １ ７ ５号　代表社員　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３ ５ ７番地

Ａ
図面No.

縮尺

測量 工事名称

図面名称

承 認 担 当 製 図

( A 3 ) S = N . S ００案内図・付近見取図

令 和 6年 度
椎 葉 村 UIタ ー ン サ ポ ー ト セ ン タ ー 事 務 所 整 備 工 事



事

記 －－－ 工事図面

ＴＥＬ０９８２(５６)-５５３０

尾 前 設 計 合 同 会 社 宮崎県知事登録 第A-６ ６ ０ ２号

一級建築士　大臣登録第２ ０ ６ １ ７ ５号　代表社員　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３ ５ ７番地

Ａ

０１

図面No.

縮尺

測量 工事名称

図面名称

承 認 担 当 製 図

( A 3 ) S = N . S 案内図 付近見取図 屋外仕上表

令 和 6年 度
椎 葉 村 UIタ ー ン サ ポ ー ト セ ン タ ー 事 務 所 整 備 工 事

付 近 見 取 図案 内 図

国見トンネル経由
五ヶ瀬町・高千穂町

国道265

椎葉ダム 椎葉村役場

国道265

国道327

工事現場

Ｎ Ｎ

工事現場

外 部 仕 上 表

コロニアル葺屋根
雨樋 軒樋：塩ビ製角型W=120　竪樋塩ビ製φ65

断熱材 壁　：GW16Kg/m3 t=100

床　：スタイロフォーム 3種b t=40

防虫防蟻 防虫防蟻処理ＧＬ＋１，０００　見え掛りには使用しないこと破風板

鼻隠し
杉板　SOP塗料塗り

軒天井 石綿板　EP塗料塗り 幅木 モルタル金ゴテ仕上げ

土台水切 カラーGL鋼板 開口部

外壁

天井：GW16Kg/m3 t=100

サッシ：カラーアルミ+樹脂複合サッシ、樹脂製内窓

1階：杉板下見板張り、塩ビ製鉄板小波板張り

2階：窯業系サイディング張り



既 存 流 用

内 部 造 作 撤 去

室名
仕上下地FH H

階

1階現況 玄関・台所 -475 - 木間仕切軸組

〃改修

玄関 -490 既存仕上

現況

改修

改修

現況

改修

現況

ラワン合板張り±0

木床組

木床組

木間仕切軸組

木間仕切軸組

-〃

〃

〃

〃

〃

〃

畳寄せ

ダイニング ±0

和室4.5帖

洋室

±0 畳敷き t=55木床組　荒床張り

木幅木
塗装品

60

+15

木間仕切軸組

物入

物入

±0 ラワン合板張り

既存仕上げ
木幅木
塗装品

60

+15 既存仕上げ 既存仕上げ

既存仕上げ 既存仕上げ+15

現況 畳敷き t=55木床組　荒床張り±0 畳寄せ
木間仕切軸組
ラスモルタル

〃 和室6帖

現況 +100仏間 縁甲板張り木床組 雑巾摺
木間仕切軸組
ラスモルタル〃

現況 押入 ラワン合板張り±0 木床組 雑巾摺 木間仕切軸組〃

廊下 フローリング張り±0 木床組 40木
木間仕切軸組
ラスモルタル

現況

現況 洗面 フローリング張り 40木
木間仕切軸組
PBt=12.5
ラスモルタル

〃

〃 ±0 木床組

現況 木間仕切軸組屋外トイレ

デッドスペース

モルタル金ゴテ押え-475

-475 既存流用

〃

改修 〃

現況 トイレ ±0 木床組

コンクリート タイル貼り±0
木間仕切軸組
ラスモルタル

- -現況

〃

〃 浴室

フローリング張り 木間仕切軸組60木

改修 〃 廊下 ±0 60
木間仕切軸組
PBt=12.5

改修 〃 ±0
男子トイレ
洗面脱衣室

ソフト幅木 100
木間仕切軸組
耐水PBt=12.5

ソフト幅木 100
木間仕切軸組
耐水PBt=12.5

改修 〃 ±0
女子トイレ
洗面脱衣室

改修 〃
男子・女子

浴室
UB1616タイプ　仕上げは仕様による

雑巾摺

雑巾摺

木幅木
塗装品

60

60

押入

押入

木幅木
塗装品

木幅木
塗装品

モルタル金ゴテ仕上げ
モルタル
金ゴテ仕上げ

木間仕切軸組

ラワン合板張り

ラワン合板張り

木間仕切軸組

木間仕切軸組

木間仕切軸組
ラスモルタル

キッチンパネル貼り

化粧石膏ボード

漆喰塗り

既存仕上げEP塗料塗り

EP塗料塗り 既存仕上げ

EP塗料塗り 既存仕上げ

漆喰塗り
木間仕切軸組
ラスモルタル

繊維壁塗り
木間仕切軸組
ラスモルタル

ラワン合板張り 木間仕切軸組

漆喰塗り

しっくい塗り
一部ビニルクロス貼り
一部モザイクタイル貼り

木間仕切軸組
ラスモルタル

木間仕切軸組
ラスモルタル

ケイカル板張り

既存流用

木間仕切軸組

タイル貼り

羽目板張り 木間仕切軸組
PB t=12.5

木間仕切軸組

木間仕切軸組
PBt=12.5

木間仕切軸組
耐水PBt=12.5

ビニルクロス貼り
木間仕切軸組
耐水PBt=12.5

備考ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ廻縁 ＣＨ

化粧石膏ボード張り

木野縁

木野縁

ラワン合板張り

木製

木製

木製

竿縁天井

木野縁

竿縁天井

２,３８０

ラワン合板張り

ラワン合板張り

繊維壁塗り

キッチンパネル貼り

木野縁 ジプトーン張り

ビニルクロス貼り

木製 ２,８３８

EP塗料塗り EP塗料塗り

２,４０７

２,３９２既存仕上げ

２,３７５

既存仕上げEP塗料塗り EP塗料塗り

既存仕上げEP塗料塗り EP塗料塗り

２,３６０

２,３６５

木野縁 竿縁天井 木製 ２,３９２繊維壁塗り

繊維壁塗り 木野縁 木製竿縁天井 ２,０００

ラワン合板張り 木野縁 木製 ２,１８５竿縁天井

漆喰塗り 木製木野縁 竿縁天井 ２,４０８

しっくい塗り 木野縁 竿縁天井 ２,４０８木製

ケイカル板張り 木野縁 竿縁天井 - -

- -既存流用 既存流用

ビニルクロス貼り 木製

木野縁 ２,４４４吸音板張りケイカル板 EP塗料塗り

木野縁
PB =9.5

ビニルクロス貼り

木製

２,３７０

ビニルクロス貼り
木野縁
PB =9.5 ビニルクロス貼り 木製 ２,４００

ビニルクロス貼り ビニルクロス貼り ２,４００
木野縁
耐水PB =9.5

F見切

ビニルクロス貼り ビニルクロス貼り ２,４００
木野縁
耐水PB =9.5

F見切

既存仕上 EP塗料塗り

２,３4８

２,８２８
既存
流用
EP

既存
流用
EP

既存
流用
EP

既存
流用
EP

組合せキッチン

洗濯パン

洋式トイレ、洗浄付暖房便座、紙巻き器
洗面化粧台

洋式トイレ、洗浄付暖房便座、紙巻き器
洗面化粧台

UB1616

天井

化粧石膏ボード張り

ビニルクロス貼り

既存仕上げの上
PBt=12.5

既存仕上げの上
PBt=12.5
耐水PBt=12.5

既存仕上げの上
PBt=12.5

既存仕上げの上
PBt=12.5
耐水PBt=12.5

ビニルクロス貼り ビニルクロス貼り

ホモジニアス系
ビニル床タイル貼り t=3.0

ホモジニアス系
ビニル床タイル貼り t=3.0

ビニルクロス貼り

ビニルクロス貼り

床

下地 仕上

壁

仕上下地仕上

腰壁

下地仕上

巾木

木床組
構造用合板張り
t=28

複合フローリング張り t=15
塗装品

複合フローリング張り t=15
塗装品

木床組
構造用合板t=28

複合フローリング張り t=15
塗装品

木床組
構造用合板
t=28 

木床組
構造用合板
t=28 

ビニル床タイル貼り

根太:45*43@303
構造用合板張り
t=12

複合フローリング張り t=15
塗装品

複合フローリング張り t=15
塗装品

中段：杉板貼り

枕棚・中段：杉板貼り

事 ＴＥＬ０９８２(５６)-５５３０

一級建築士　大臣登録第２ ０ ６ １ ７ ５号　代表社員　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３ ５ ７番地

Ａ
縮尺 図面名称

( A 3 ) S = N . S

内装下地材、仕上げ材、断熱材、接着剤、塗装、接着剤すべて共にF☆☆☆☆｡

屋内仕上表-1 ０２

令 和 6年 度
椎 葉 村 UIタ ー ン サ ポ ー ト セ ン タ ー 事 務 所 整 備 工 事

記 －－－ 工事図面尾 前 設 計 合 同 会 社 宮崎県知事登録 第A-６ ６ ０ ２号
図面No.測量 工事名称承 認 担 当 製 図1階の現況和室4.5帖と6帖間の敷居+15mmを改修FLとする。



階 室名
仕上

床

下地

1階

FH

腰壁

H 仕上

現況

改修 〃

作業場 ±0 木間仕切軸組モルタル金ゴテ仕上げ 基礎立上り 木間仕切軸組 木野縁

事務室

打合せ

現況

改修

現況

改修

現況

改修

2階

フローリング張り 木間仕切軸組洋室

交流スペース

ホール

ホール

木床組

既存壁の上、
ベニヤ合板張り
t=3.0

木野縁

60

木間仕切軸組

ジプトーン張り

化粧石膏ボード張り

-25

±0

〃

〃

〃 木幅木　塗装品 60

既存壁の上、
ベニヤ合板張り
t=3.0

既存野縁不陸調整

1階現況

改修 〃

モルタル金ゴテ仕上げ 木間仕切軸組 木野縁

既存野縁不陸調整

物置

玄関土間

±0

+50

基礎立上り

既存基礎

付け框 150

改修 〃 トイレ +350

+350

+200

コンクリート タイル貼り±0 -現況 〃 浴室 ケイカル板 EP塗料塗り

木床組
構造用合板張り
t=28

木床組
構造用合板張り
t=28

既存野縁不陸調整100

100ソフト幅木

ケイカル板 EP塗料塗り

ジプトーン張り

ジプトーン張り

木野縁
耐水PBt=9.5

木間仕切軸組

木間仕切軸組
耐水PBt=12.5

木間仕切軸組
耐水PBt=12.5

木幅木　塗装品

-

15

木間仕切軸組
ラスモルタル

木間仕切軸組

木間仕切軸組雑巾摺複合フローリング張り

階段

階段

ササラ桁踏板 t=25

既存流用

木間仕切軸組
ラスモルタル

既存仕上げ

木間仕切軸組
ラスモルタル

木間仕切軸組
ラスモルタル

吸音板張り木野縁

杉板張り+竿縁木野縁

木野縁

既存野縁不陸調整
PBt=9.5

ビニルクロス貼り

ビニルクロス貼り

現況 木間仕切軸組

改修

木床組押入

押入

ラワン合板張り 雑巾摺 木野縁 ラワン合板張り±0

±0

〃

〃 既存天井
PBt=9.5

ビニルクロス貼り既存下地 雑巾摺取替え
ラワン合板張り替え
t=5.5

現況 畳敷き t=55 畳寄せ
木間仕切軸組
ラスボード

木間仕切軸組
ラスボード

改修

和室6帖-1 ±0

±0洋室-1

〃

〃

木床組　荒床張り

木幅木　塗装品 60
既存壁の上、
ベニヤ合板張り
t=3.0

既存壁の上、
ベニヤ合板張り
t=3.0

既存野縁不陸調整
PBt=9.5

ビニルクロス貼り

杉板張り+竿縁木野縁

現況 和室6帖-2

改修

現況

改修

木床組 ラワン合板張り 木間仕切軸組 木間仕切軸組 木野縁 ラワン合板張り雑巾摺

畳敷き t=55木床組　荒床張り 畳寄せ
木間仕切軸組
ラスボード

木間仕切軸組
ラスボード

木野縁 杉板張り+竿縁

洋室-2

〃

〃

〃

〃

木幅木　塗装品 60
既存野縁不陸調整
PBt=9.5

ビニルクロス貼り
複合フローリング張り t=12
塗装品

既存下地

押入

押入 雑巾摺取替え
ラワン合板張り替え
t=5.5

±0

±0

±0

±0
既存天井
PBt=9.5

ビニルクロス貼り

既存仕上げ
木間仕切軸組
PBt=12.5

既存仕上げ
木間仕切軸組
PBt=12.5

既存仕上げ
木間仕切軸組
PBt=12.5

既存仕上げ
木間仕切軸組
PBt=12.5

既存仕上げ

既存仕上げ
木間仕切軸組
PBt=12.5

既存仕上げ
木間仕切軸組
PBt=12.5

既存壁 既存壁

プリント合板張り

既存仕上げ
PBt=9.5

ビニルクロス貼り
ホモジニアス系
ビニル床タイル貼り t=3.0

木間仕切軸組

ケイカル板 EP塗料塗り

プリント合板張り

ビニルクロス貼り

ビニルクロス貼り

ケイカル板 EP塗料塗り

ビニルクロス貼り

ビニルクロス貼り

ビニルクロス貼り

タイル貼り

漆喰塗り

EP塗料塗り

漆喰塗り

ラワン合板張り

ビニルクロス貼り

繊維壁塗り

ビニルクロス貼り

ラワン合板張り

繊維壁塗り

ビニルクロス貼り

ビニルクロス貼り

ケイカル板 EP塗料塗り

プリント合板張り

ビニルクロス貼り

ビニルクロス貼り

ケイカル板 EP塗料塗り

ビニルクロス貼り

ビニルクロス貼り

ビニルクロス貼り

繊維壁塗り

EP塗料塗り

漆喰塗り
繊維壁塗り

ラワン合板張り

ビニルクロス貼り

繊維壁塗り

ビニルクロス貼り

ラワン合板張り

繊維壁塗り

ビニルクロス貼り

ビニルクロス貼り

既存壁の上、
ベニヤ合板張り
t=3.0

既存壁の上、
ベニヤ合板張り
t=3.0

既存壁の上、
ベニヤ合板張り
t=3.0

既存壁の上、
ベニヤ合板張り
t=3.0

仕上仕上

ケイカル板 EP塗料塗り

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ廻縁 ＣＨ

２,８３０木製

２,４００

２,３５０

２,８３０

２,７５０

２,４５０

２,６００

F見切

木製

木製

F見切

F見切

２,４４４

２,４００

木製

既存
流用

２,４００

２,３７５

木製

既存
流用

木製

既存
流用

木製

既存
流用

既存
流用 ２,３６０

木製 ２,３８３

木製

木製 ２,３８３

既存
流用

既存
流用

洋式トイレ、洗浄付暖房便座、紙巻き器
コンパクト手洗い

２,３６０

２,４３０

２,４３０

２,４００

２,４００

備考
下地仕上下地

壁

下地

巾木 天井

複合フローリング張り t=15
塗装品

木幅木　塗装品

ビニル床タイル貼り　t=3.0既存床+モルタル

複合フローリング張り t=15
塗装品

複合フローリング張り t=15
塗装品

複合フローリング張り t=15
塗装品

根太:45*28@303
構造用合板張り
t=12

根太:45*28@303
構造用合板張り
t=12

既存流用

既存流用

既存流用-10

+15

中段：杉板貼り

中段：杉板貼り

事

記 －－－ 工事図面

ＴＥＬ０９８２(５６)-５５３０

尾 前 設 計 合 同 会 社 宮崎県知事登録 第A-６ ６ ０ ２号

一級建築士　大臣登録第２ ０ ６ １ ７ ５号　代表社員　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３ ５ ７番地

Ａ
図面No.

縮尺

測量 工事名称

図面名称

承 認 担 当 製 図

( A 3 ) S = N . S ０３屋内仕上表-2

令 和 6年 度
椎 葉 村 UIタ ー ン サ ポ ー ト セ ン タ ー 事 務 所 整 備 工 事内装下地材、仕上げ材、断熱材、接着剤、塗装、接着剤すべて共にF☆☆☆☆｡

1階と階段の既存繊維壁塗りはケレン+EP塗料塗り　　2階の既存戦壁塗りは既存の上、ベニヤ合板張り+ビニルクロス貼り

2階の現況ホール～和室間の敷居を改修FLとする。



記号 計算式(m) 面積(㎡)

3 7.280 × 5.460

合計面積

記号 計算式(m) 面積(㎡)

1 15.015 × 5.460 81.9819

2

 合計面積

記号 計算式(m) 面積(㎡)

3 7.280 × 5.460

合計面積

記号 計算式(m) 面積(㎡)

1 12.740 × 5.460 69.5604

2

 合計面積

4.550 × 0.700

85.1669

39.7488

39.7488

3.1850

39.7488

3.640 × 0.910 2.5480

39.7488

72.1084

15.015

5
.4
60

4.550 0
.9
10

7.280

5
.4
6
0

12.740

5
.4
60

7.280

5
.4
6
0

0
.7
00

3.64

外トイレ
改修対象外

1

2

3

1

2

3

事

記 －－－ 工事図面

ＴＥＬ０９８２(５６)-５５３０

尾 前 設 計 合 同 会 社 宮崎県知事登録 第A-６ ６ ０ ２号

一級建築士　大臣登録第２ ０ ６ １ ７ ５号　代表社員　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３ ５ ７番地

Ａ
図面No.

縮尺

測量 工事名称

図面名称

承 認 担 当 製 図

( A 3 ) S = 1 : 6 0

現 況  2階 床 面 積 求 積 図 　 　 　 Ｓ ＝ １ / １ ０ ０ 改 修  2階 床 面 積 求 積 図 　 　 　 Ｓ ＝ １ / １ ０ ０

改 修  1階 床 面 積 求 積 図 　 　 　 Ｓ ＝ １ / １ ０ ０

０４

現 況  1階 床 面 積 求 積 図 　 　 　 Ｓ ＝ １ / １ ０ ０

8 5 . 1 6 + 3 9 . 7 4 = 1 2 4 . 9 0

面積表

令 和 6年 度
椎 葉 村 UIタ ー ン サ ポ ー ト セ ン タ ー 事 務 所 整 備 工 事

7 2 . 1 0 + 3 9 . 7 4 = 1 1 1 . 8 4
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7
0
0

3
,4

3
0

6
,1

6
0

2,275

6
,1

6
0

7
0
0

15,015

5,460

階段下収納

Ｎ

物 入

押 入

洗 面 浴 室

廊 下

和 室 ６ 帖

和 室 ４ .５ 帖

作 業 場

物 置 -１

物 置 -２

ト イ レ

1 5

外トイレ
(便器無し)

玄 関 　 　 台 所

階 段

食 器 棚

押 入仏 間

事

記 －－－ 工事図面

ＴＥＬ０９８２(５６)-５５３０

尾 前 設 計 合 同 会 社 宮崎県知事登録 第A-６ ６ ０ ２号

一級建築士　大臣登録第２ ０ ６ １ ７ ５号　代表社員　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３ ５ ７番地

Ａ
図面No.

縮尺

測量 工事名称

図面名称

承 認 担 当 製 図

( A 3 ) S = 1 : 6 0 ０５

現 況 　 １ 階 平 面 図 　 　 　 　 Ｓ ＝ １ / ６ ０

通 し 柱

現況　１階平面図　

令 和 6年 度
椎 葉 村 UIタ ー ン サ ポ ー ト セ ン タ ー 事 務 所 整 備 工 事
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2
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3
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1
,8

2
0

9
1
0

9
1
0

1
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2
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150

1
4
0

1
5
0

50

撤去部分

ロールスクリーン

ロールスクリーン

ロールスクリーンロールスクリーン

開口無し入隅大壁
構造用合板t=12

構造用合板
(真-受材)

開口無し入隅大壁
構造用合板t=12

構造用合板
(真-受材)

構造用合板
(真-受材)

構造用合板
(真-受材)

構造用合板
(真-受材)

構造用合板t=12 上下開口付
両側柱　真壁

カーテンレール
SUS製ダブル

ロールスクリーン

ロールスクリーン

構造用合板t=12 上下開口付
両側柱　大壁

開口無し大壁
構造用合板t=12

構造用合板
(真-受材)

構造用合板t=12 上下開口付
両側柱　大壁

モルタル不陸調整+ビニル床タイル貼り

斜線床部分：既存床撤去
コンクリート打ち

　　プラ束
　　　　　　大引き105□

　　　　　　スタイロフォームt=4-0
          　構造用合板t=28貼り

　　　　　

事務室部分：コンクリート打ち　
　　　　　　プラ束
　　　　　　大引き105□
　　　　　　スタイロフォームt=4-0
          　構造用合板t=28貼り　　　
　　　　　　フローリングt=15

ダイニング部分：コンクリート打ち
　　　　　　プラ束

　　　　　　大引き105□
　　　　　　スタイロフォームt=40
          　構造用合板t=28貼り
　　　　　　フローリングt=15

モルタル不陸調整+ビニル床タイル貼り

Ｎ

告 示 金 物 ： 柱 脚 柱 頭

筋 交 ： 90*90ダ ブ ル

筋 交 ： 45*90ダ ブ ル

1 5

洋 室

押 入

物 入

トイレ浴 室
(UB1616)

階 段

デッド
ス ペース

事 務 室

(打合 せ)

+200

+350

ダ イ ニ ング

FL+490=改 修 FL(475+15)

FL+490=改 修 FL(475+15) 玄 関
土 間

+50

洗男 子

トイレ

洗 面 脱 衣 室

浴 室
(UB1616)

廊 下
（廊下側：真壁）

女 子
トイレ

女 子
洗 面 脱 衣 室

玄 関

事

記

０６

－－－ 工事図面

ＴＥＬ０９８２(５６)-５５３０

尾 前 設 計 合 同 会 社 宮崎県知事登録 第A-６ ６ ０ ２号

一級建築士　大臣登録第２ ０ ６ １ ７ ５号　代表社員　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３ ５ ７番地

Ａ
図面No.

縮尺

測量 工事名称

図面名称

承 認 担 当 製 図

( A 3 ) S = 1 : 6 0 改修 １階平面図

令 和 6年 度
椎 葉 村 UIタ ー ン サ ポ ー ト セ ン タ ー 事 務 所 整 備 工 事

改 修 　 １ 階 平 面 図 　 　 　 　 Ｓ ＝ １ / ６ ０

凡 例

新 設 柱

通 し 柱
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Ｎ

押 入

洋 室

ホ ー ル

押 入

和 室 ６ 帖 -２

和 室 ６ 帖 -１

15
14

10

階 段

事

記 －－－ 工事図面

ＴＥＬ０９８２(５６)-５５３０

尾 前 設 計 合 同 会 社 宮崎県知事登録 第A-６ ６ ０ ２号

一級建築士　大臣登録第２ ０ ６ １ ７ ５号　代表社員　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３ ５ ７番地

Ａ
図面No.

縮尺

測量 工事名称

図面名称

承 認 担 当 製 図

( A 3 ) S = 1 : 6 0 ０７

現 況 　 ２ 階 平 面 図 　 　 　 　 Ｓ ＝ １ / ６ ０

通 し 柱

現況 ２階平面図

令 和 6年 度
椎 葉 村 UIタ ー ン サ ポ ー ト セ ン タ ー 事 務 所 整 備 工 事



3,640 910

7,280

1,820 910

3,640 910 2,730

7,280

9
1
0

1
,8

2
0

1
,8

2
0

9
1
0

2
,7

3
0

2
,7

3
0

5
,4

6
0

2
,7

3
0

2
,7

3
0

5
,4

6
0

2,730

カーテンレール
SUS製ダブル

カーテンレール
SUS製ダブル

ロールスクリーン

カーテンレール
SUS製ダブル

ロールスクリーン

カーテンレール
SUS製ダブル

構造用合板t=12
上下開口付真壁

カーテンレール
SUS製ダブル

構造用合板t=12
上下開口付真壁一間

構造用合板t=12
上下開口付真壁一間

構造用合板t=12
上下開口付真壁一間

構造用合板t=12
上下開口付真壁一間

改修のFL

ホール床：既存床の上からフローリングt=15貼り

交流スペース床：既存床の上から
　　　　　　　　フローリングt=15貼り

床：畳撤去
　　根太組45*28@303　
　　構造用合板t=12
　　フローリングt=15

床：畳撤去
　　根太組45*28@303
　　構造用合板t=12
　　フローリングt=15

Ｎ

押 入

ホ ー ル

押 入

洋 室 -２

洋 室 -１

15
14

10

階 段

交 流 ス ペ ー ス

告 示 金 物 ： 柱 脚 柱 頭

事

記

０８

－－－ 工事図面

ＴＥＬ０９８２(５６)-５５３０

尾 前 設 計 合 同 会 社 宮崎県知事登録 第A-６ ６ ０ ２号

一級建築士　大臣登録第２ ０ ６ １ ７ ５号　代表社員　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３ ５ ７番地

Ａ
図面No.

縮尺

測量 工事名称

図面名称

承 認 担 当 製 図

( A 3 ) S = 1 : 6 0 改修 ２階平面図

令 和 6年 度
椎 葉 村 UIタ ー ン サ ポ ー ト セ ン タ ー 事 務 所 整 備 工 事

改 修 　 ２ 階 平 面 図 　 　 　 　 Ｓ ＝ １ / ６ ０

通 し 柱

凡 例

新 設 柱



5,460

6,160

700

15,015

2,275 5,460 2,730 4,550

7,280 5,460 2,275

15,015

5,460700

6,160

解体撤去改修

解体撤去 改修

屋根:コロニアル葺

屋根:コロニアル葺

屋根:コロニアル葺

屋根:コロニアル葺

2階外壁:窯業系サイディング張り
塗装品

1階外壁:窯業系サイディング張り
塗装品

2階外壁:窯業系サイディング張り
塗装品

1階外壁:窯業系サイディング張り
塗装品

塩ビ鉄板波板張り

2階外壁:窯業系サイディング張り
塗装品

1階外壁:焼き杉板張り

庇:カラー鉄板平板葺
屋根:カラー鉄板横葺

2階外壁:窯業系サイディング張り
塗装品

1階外壁:窯業系サイディング張り
塗装品

GL

GL

事

記 －－－ 工事図面

ＴＥＬ０９８２(５６)-５５３０

尾 前 設 計 合 同 会 社 宮崎県知事登録 第A-６ ６ ０ ２号

一級建築士　大臣登録第２ ０ ６ １ ７ ５号　代表社員　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３ ５ ７番地

Ａ
図面No.

縮尺

測量 工事名称

図面名称

承 認 担 当 製 図

( A 3 ) S = 1 : 1 0 0 ０９現況 立面図

令 和 6年 度
椎 葉 村 UIタ ー ン サ ポ ー ト セ ン タ ー 事 務 所 整 備 工 事

西 立 面 図   　 　 　 　 Ｓ ＝ １ ／ １ ０ ０

東 立 面 図   　 　 　 　 Ｓ ＝ １ ／ １ ０ ０南 立 面 図   　 　 　 　 Ｓ ＝ １ ／ １ ０ ０

北 立 面 図   　 　 　 　 Ｓ ＝ １ ／ １ ０ ０



事

記 －－－ 工事図面

ＴＥＬ０９８２(５６)-５５３０

尾 前 設 計 合 同 会 社 宮崎県知事登録 第A-６ ６ ０ ２号

一級建築士　大臣登録第２ ０ ６ １ ７ ５号　代表社員　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３ ５ ７番地

Ａ
図面No.

縮尺

測量 工事名称

図面名称

承 認 担 当 製 図

( A 3 ) S = 1 : 1 0 0 ０９

西 立 面 図   　 　 　 　 Ｓ ＝ １ ／ １ ０ ０北 立 面 図   　 　 　 　 Ｓ ＝ １ ／ １ ０ ０

令 和 6年 度
椎 葉 村 UIタ ー ン サ ポ ー ト セ ン タ ー 事 務 所 整 備 工 事

東 立 面 図   　 　 　 　 Ｓ ＝ １ ／ １ ０ ０南 立 面 図   　 　 　 　 Ｓ ＝ １ ／ １ ０ ０

改修 立面図

GL

GL

1階外壁張替え:杉板張り

新設

2階外壁：既存流用

屋根:既存流用

屋根:既存流用

新設 新設

既存庇流用

既存流用

既存流用

既存流用

新設

2階外壁：既存流用屋根:既存流用

屋根:既存流用

屋根:既存流用

モルタル金ゴテ仕上げ

土台水切:GL鋼板新設

新設

杉板t=15鎧張り

杉板　t=15　鎧張り

杉板　t=15　鎧張り

基礎新設
モルタル金ゴテ仕上げ

建具解体跡：杉板t15 鎧張り

新設

既存

5,460

6,160

7007,280 5,460

12,740

5,460700

6,160

5,460 2,730 4,550

12,740



事

記 －－－ 工事図面

ＴＥＬ０９８２(５６)-５５３０

尾 前 設 計 合 同 会 社 宮崎県知事登録 第A-６ ６ ０ ２号

一級建築士　大臣登録第２ ０ ６ １ ７ ５号　代表社員　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３ ５ ７番地

Ａ
図面No.

縮尺

測量 工事名称

図面名称

承 認 担 当 製 図

( A 3 ) S = 1 : 1 0 0

Ａ 面

Ａ 面

洋 室

Ａ 面

Ａ 面

和 室 4.5帖

Ｂ 面

Ｂ 面

Ｃ 面 Ｄ 面

Ｄ 面

Ｂ 面

Ｂ 面

Ｃ 面

Ｃ 面

Ｄ 面

Ｄ 面

玄関・台所

玄 関

ダイ ニ ング

１１展開図-１

令 和 6年 度
椎 葉 村 UIタ ー ン サ ポ ー ト セ ン タ ー 事 務 所 整 備 工 事

1階の現況繊維壁は、ケレン+下地調整後EP塗料塗り

Ｃ 面

1FL

FL-475

1FL

改修1FL

旧1FL

改修1FL

旧1FL

Open Open

Open

Open

OpenOpen

現況

改修

現況

改修

化粧石膏ボード張り

化粧石膏ボード張り

廻縁:木製
レンジフード

化粧石膏ボード張り

化粧石膏ボード張り

レンジフード

化粧石膏ボード張り

化粧石膏ボード張り化粧石膏ボード張り
廻縁:木製 廻縁:木製

モルタル金ゴテ仕上げ間仕切腰壁

ビニルクロス貼り

斜線部:既存流用

木幅木:H=60 塗装品

ビニルクロス貼り

上り框 H=150

既存廻縁流用
ビニルクロス貼り

ビニルクロス貼り

化粧石膏ボード張り

繊維壁塗り 繊維壁塗り

漆喰塗り 漆喰塗り

繊維壁塗り繊維壁塗り 繊維壁塗り繊維壁塗り繊維壁塗り

EP塗料塗り

木幅木:塗装品 H=60 木幅木:塗装品 H=60EP塗料塗り木幅木:塗装品 H=60

EP塗料塗り

ロールスクリーン

吊り戸用幕板 長押:既存流用 長押:既存流用 長押:既存流用

EP塗料塗り EP塗料塗り
EP塗料塗り EP塗料塗りEP塗料塗りEP塗料塗り

EP塗料塗り

新設柱:OSUC

ロールスクリーン

木幅木:H=60 塗装品

ビニルクロス貼り

ビニルクロス貼り

既存廻縁流用

レンジフード新設

上り框 H=150

見切*20*25 OSUC

見切*20*25 OSUC

既存廻縁流用

キッチンパネル貼り

床・ビニル床タイル貼り
ベニヤ+ビニル床タイル貼り ベニヤ+ビニル床タイル貼り

EP塗料塗り

床：畳撤去、
　　根太+合板12mm+
　　フローリング15mm

3,640
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3
8

3,640

2
,4

0
7

2,730

2,730

2,730 3,640
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2,730

2,730

1
,7

4
5
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6
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4
0

2
,3

9
2

1
5

1
5

2,730 3,640



事

記 －－－ 工事図面

ＴＥＬ０９８２(５６)-５５３０

尾 前 設 計 合 同 会 社 宮崎県知事登録 第A-６ ６ ０ ２号

一級建築士　大臣登録第２ ０ ６ １ ７ ５号　代表社員　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３ ５ ７番地

Ａ
図面No.

縮尺

測量 工事名称

図面名称

承 認 担 当 製 図

( A 3 ) S = 1 : 1 0 0

和 室 6.0帖 仏 間

廊 下
洗 面押 入

物 入

物 入

押 入

押 入

Ａ 面 Ｂ 面 Ｃ 面 Ｄ 面

Ａ 面 Ｂ 面 Ｃ 面 Ｄ 面

Ｄ 面Ｃ 面Ｂ 面Ａ 面

Ｄ 面Ｃ 面Ｂ 面Ａ 面

Ａ 面 Ｂ 面 Ｃ 面 Ｄ 面

１２展開図-２

令 和 6年 度
椎 葉 村 UIタ ー ン サ ポ ー ト セ ン タ ー 事 務 所 整 備 工 事

Ａ 面 Ｂ 面 Ｃ 面 Ｄ 面 Ａ 面 Ｂ 面 Ｃ 面 Ｄ 面

Ａ 面 Ｂ 面 Ｃ 面 Ｄ 面

1階の現況繊維壁は、ケレン+下地調整後EP塗料塗り

1FL

改修1FL

旧1FL

改修1FL

旧1FL

旧1FL

1FL

1FL+100

Open

Open

Open

Open

Open

Open

Open

1FL

現況

改修

現況

現況 現況

現況

改修

現況

造作撤去

造作撤去

造作撤去

造作撤去

漆喰塗り

漆喰塗り

ビニルクロス貼り

漆喰塗り

漆喰塗り

漆喰塗り

漆喰塗り 漆喰塗り

漆喰塗り

繊維壁塗り 繊維壁塗り

ラワン合板張り ラワン合板張り

ラワン合板張り

繊維壁塗り

漆喰塗り

ラワン合板張り

繊維壁塗り

漆喰塗り

ラワン合板張り

ラワン合板張り

繊維壁塗り

木幅木:塗装品 H=60 木幅木:塗装品 H=60 木幅木:塗装品 H=60EP塗料塗り

EP塗料塗り

EP塗料塗り

EP塗料塗り

EP塗料塗り
EP塗料塗り

EP塗料塗り

EP塗料塗り

ラワン合板張りラワン合板張り

EP塗料塗り

3,640 2,730 3,640 2,730 1,820 910 1,820 910
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事

記 －－－ 工事図面

ＴＥＬ０９８２(５６)-５５３０

尾 前 設 計 合 同 会 社 宮崎県知事登録 第A-６ ６ ０ ２号

一級建築士　大臣登録第２ ０ ６ １ ７ ５号　代表社員　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３ ５ ７番地

Ａ
図面No.

縮尺

測量 工事名称

図面名称

承 認 担 当 製 図

( A 3 ) S = 1 : 1 0 0

浴 室

Ｄ 面Ｃ 面Ｂ 面Ａ 面

トイレ

廊 下

男子ト イレ

洗 面 脱 衣 室

女子ト イレ

洗 面 脱 衣 室

Ａ 面 Ｂ 面 Ｃ 面 Ｄ 面

Ａ 面

Ａ 面

Ｄ 面Ｃ 面Ｂ 面Ａ 面

Ｄ 面 Ｄ '面Ｃ 面Ｂ 面 Ｂ '面

展開図-３ １３

令 和 6年 度
椎 葉 村 UIタ ー ン サ ポ ー ト セ ン タ ー 事 務 所 整 備 工 事

Ｂ 面 Ｃ 面 Ｄ 面

1FL

1FL

1FL

Open

Open Open

1FL

洗

現況 現況

改修

改修

改修

造作撤去造作撤去

浴室ドア:サイズは仕様によるソフト幅木:H=100 ソフト幅木:H=100 ソフト幅木:H=100

羽目板張り

ビニルクロス貼り

F見切

ケイカル板+EP塗料塗りケイカル板+EP塗料塗り

浴室ドア:サイズは仕様による

ビニルクロス貼り

ビニルクロス貼り ビニルクロス貼り ビニルクロス貼り

ビニルクロス貼り

F見切

F見切

ソフト幅木:H=100 ソフト幅木:H=100ソフト幅木:H=100

F見切

木幅木:塗装品 H=60

F見切

ビニルクロス貼り

ビニルクロス貼り F見切
F見切

ビニルクロス貼りビニルクロス貼り

モザイクタイル貼りモザイクタイル貼り

ビニルクロス貼り

ビニルクロス貼り

ビニルクロス貼り

木幅木:塗装品 H=60木幅木:塗装品 H=60新設柱:OSUC

新設柱:OSUC

ビニルクロス貼り
木製廻縁

羽目板張り木製幅木 浴槽

床：ビニル床タイル張り

床：ビニル床タイル張り

床：フローリングt=15

1,820 1,820

2
,4

4
4

1,820 1,820

2
,3

7
0

910 9101,820 1,820

2
,3

0
0

3,640

910 2,730

1,820 1,8201,610

2
,3

0
0

1,820 1,820

910 910

2,520

700 1,820

2,5201,820 1,820

1,610

7001,820 910 910

3,430
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3,640

9102,730

3,430
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事

記 －－－ 工事図面

ＴＥＬ０９８２(５６)-５５３０

尾 前 設 計 合 同 会 社 宮崎県知事登録 第A-６ ６ ０ ２号

一級建築士　大臣登録第２ ０ ６ １ ７ ５号　代表社員　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３ ５ ７番地

Ａ
図面No.

縮尺

測量 工事名称

図面名称

承 認 担 当 製 図

( A 3 ) S = 1 : 1 0 0 展開図-４

Ａ 面 Ｂ 面 Ｃ 面 Ｄ 面

Ａ 面 Ｂ 面 Ｃ 面 Ｄ 面

作 業 場

事 務 室

Ａ 面

１４

令 和 6年 度
椎 葉 村 UIタ ー ン サ ポ ー ト セ ン タ ー 事 務 所 整 備 工 事

Ｂ 面

Ｃ 面 Ｄ 面

玄 関 土 間

物 置 -1

Ａ 面 Ｂ 面

Ｃ 面 Ｄ 面 Ｄ 面

Ａ 面 Ｂ 面

Ｃ 面

トイレ
(事務室)

トイレ
(事務室)

作業場FL

旧作業場FL

事務室FL

物置-1FL

事務室FL

事務室FL
旧物置-1FL

玄関土間FL

Open

Open

Open

Open

OpenOpen

Open

現況

改修

改修

現況 改修

F見切

ビニルクロス貼り

ビニルクロス貼り

ソフト幅木
H=100

F見切

F見切 F見切

ソフト幅木
H=100

ビニルクロス貼り

ビニルクロス貼り

スレートボード張り

ケイカル板+
EP塗料塗り

スレートボード張り

ケイカル板+
EP塗料塗り

基礎立上り

笠木:t=25 OSUC

ケイカル板+
EP塗料塗り

スレートボード張り基礎立上り

ビニルクロス貼り

ビニルクロス貼り

ソフト幅木
H=100

F見切

笠木:t=25 OSUC

既存柱:OSUC

既存筋交い:OSUC
F見切

ソフト幅木
H=100

ビニルクロス貼り

上り框75*150 OSUC

F見切

ビニルクロス貼り ビニルクロス貼り

スレートボード張り

スレートボード張り スレートボード張り

ケイカル板+
EP塗料塗り

ケイカル板+
EP塗料塗り

ケイカル板+
EP塗料塗り

ケイカル板+
EP塗料塗り

ケイカル板+EP塗料塗り

F見切

木製廻縁 木製廻縁 木製廻縁

木製廻縁 木製廻縁

上り框90*150 塗装品

上り框90*150 塗装品付け框:25*150
　　　 塗装品

付け框:25*150
　　　 塗装品

付け框:25*150
　　　 塗装品

ビニルクロス貼り

F見切

木幅木
H=60 木幅木

H=60

木幅木
H=60

2
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物 置 -2

Ｄ 面Ｃ 面Ｂ 面Ａ 面

階 段

事

記 －－－ 工事図面

ＴＥＬ０９８２(５６)-５５３０

尾 前 設 計 合 同 会 社 宮崎県知事登録 第A-６ ６ ０ ２号

一級建築士　大臣登録第２ ０ ６ １ ７ ５号　代表社員　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３ ５ ７番地

Ａ
図面No.

縮尺

測量 工事名称

図面名称

承 認 担 当 製 図

( A 3 ) S = 1 : 1 0 0

Ａ 面 Ｂ 面 Ｃ 面 Ｄ 面

Ａ 面 Ｂ 面 Ｃ 面 Ｄ 面

１５展開図-５

令 和 6年 度
椎 葉 村 UIタ ー ン サ ポ ー ト セ ン タ ー 事 務 所 整 備 工 事

階 段

1FL

物置-2FL

旧1FL

改修1FL

改修2FL

現況

現況

改修

解体撤去

漆喰塗り

天井:プリント合板張り

漆喰塗り

漆喰塗り

漆喰塗り

ケイカル板+
EP塗料塗り ケイカル板+

EP塗料塗り

スレートボード張り 基礎立上り

プリント合板張り
プリント合板張り

プリント合板張り

スレートボード張り基礎立上り

EP塗料塗り EP塗料塗り

EP塗料塗り

天井:ビニルクロス貼り

2
,3

3
5

5,460 5,4602,2752,275

2
,7

7
5

1,820 1,820 1,820 1,820

1,820 1,820 1,820 1,820

1
5

2
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7
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事

記 －－－ 工事図面

ＴＥＬ０９８２(５６)-５５３０

尾 前 設 計 合 同 会 社 宮崎県知事登録 第A-６ ６ ０ ２号

一級建築士　大臣登録第２ ０ ６ １ ７ ５号　代表社員　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３ ５ ７番地

Ａ
図面No.

縮尺

測量 工事名称

図面名称

承 認 担 当 製 図

( A 3 ) S = 1 : 1 0 0

Ａ 面 Ｂ 面 Ｃ 面 Ｄ 面

Ａ 面 Ｂ 面 Ｄ 面

Ｄ 面

Ｃ 面

Ｃ 面Ｂ 面Ａ 面

2階
洋 室

交 流 スペ ー ス

Ｄ 面Ｃ 面Ｂ 面Ａ 面

Ｄ 面Ｃ 面Ｂ 面Ａ 面

2階
ホ ール

2階
ホ ール

１６

令 和 6年 度
椎 葉 村 UIタ ー ン サ ポ ー ト セ ン タ ー 事 務 所 整 備 工 事

展開図-６

2FL

2FL

改修2FL

旧2FL

2FL

現況

改修

現況

改修

ビニルクロス貼り

木幅木:塗装品 H60 木幅木:塗装品 H60 木幅木:塗装品 H60

ビニルクロス貼り ビニルクロス貼り

廻縁:既存流用

ビニルクロス貼り ビニルクロス貼り

漆喰塗り

繊維壁塗り 繊維壁塗り 繊維壁塗り

漆喰塗り漆喰塗り

繊維壁塗り 繊維壁塗り 繊維壁塗り

漆喰塗り漆喰塗り 漆喰塗り

繊維壁塗り 繊維壁塗り繊維壁塗り 繊維壁塗り

漆喰塗り

漆喰塗り 漆喰塗り

木幅木:塗装品 H60

ビニルクロス貼り
廻縁:既存流用

廻縁:木製 廻縁:木製 廻縁:木製 廻縁:木製

プリント合板張り プリント合板張り プリント合板張り プリント合板張り

木幅木:塗装品 H60

木幅木 木幅木 木幅木 木幅木

廻縁:既存流用

廻縁:既存流用 廻縁:既存流用

2
,4

0
0

2,730 2,730 2,730 2,730

2
,4

0
0

3,640

2,730 910

3,640

1,8201,820

3,640

910 2,730

3,640

2,730 910

3,640

910 2,730

3,640

9102,730

3,640

9102,730

3,640

1,8201,820

2,730 2,730 2,730 2,730

1
5

2
,3

8
5

1
5

2
,3

7
5



事

記 －－－ 工事図面

ＴＥＬ０９８２(５６)-５５３０

尾 前 設 計 合 同 会 社 宮崎県知事登録 第A-６ ６ ０ ２号

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３ ５ ７番地

Ａ
図面No.

縮尺

測量 工事名称

図面名称

承 認 担 当 製 図

( A 3 ) S = 1 : 1 0 0

Ａ 面

Ａ 面

2階
和 室 6帖 -2

Ｂ 面 Ｃ 面 Ｄ 面

Ｂ 面 Ｃ 面 Ｄ 面

Ｄ 面Ｃ 面Ｂ 面Ａ 面

Ａ 面 Ｄ 面Ｃ 面Ｂ 面

2階
和 室 6帖 -1

2階
洋 室 -1

2階
洋 室 -2

一級建築士　大臣登録第２ ０ ６ １ ７ ５号　代表社員　尾前一日出

１７

令 和 6年 度
椎 葉 村 UIタ ー ン サ ポ ー ト セ ン タ ー 事 務 所 整 備 工 事

展開図-７

2FL

2FL

2FL

2FL

Open

Open

Open

現況

現況

改修

改修

ビニルクロス貼り

木幅木:塗装品 H60

ビニルクロス貼り

繊維壁塗り繊維壁塗り繊維壁塗り

漆喰塗り

ビニルクロス貼り

木幅木:H=60 塗装品

漆喰塗り

漆喰塗り

漆喰塗り漆喰塗り

漆喰塗り

繊維壁塗り繊維壁塗り繊維壁塗り

木幅木:塗装品 H60

ビニルクロス貼り

ビニルクロス貼り

ロールスクリーン

ロールスクリーン

ビニルクロス貼り
廻縁:既存流用廻縁:既存流用

廻縁:既存流用

繊維壁塗り繊維壁塗り

ビニルクロス貼り ビニルクロス貼り

木幅木:H=60 塗装品

繊維壁塗り

繊維壁塗り

漆喰塗り

漆喰塗り

繊維壁塗り

繊維壁塗り繊維壁塗り 繊維壁塗り

木幅木:塗装品 H60

ビニルクロス貼り

ビニルクロス貼り ビニルクロス貼り

廻縁:既存流用 廻縁:既存流用

木幅木:H=60 塗装品

ビニルクロス貼り

ビニルクロス貼り

ビニルクロス貼り
（開口跡はPBt=12.5下地張り）

2
,3

8
3

3,640 2,730 3,640 2,730

3,640 2,730 3,640 2,730

2
,3

8
3

3,640 2,730 3,640 2,730

3,640 2,730 3,640 2,730

2
,3

8
3

2
,3

8
3



事

記 －－－ 工事図面

ＴＥＬ０９８２(５６)-５５３０

尾 前 設 計 合 同 会 社 宮崎県知事登録 第A-６ ６ ０ ２号

一級建築士　大臣登録第２ ０ ６ １ ７ ５号　代表社員　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３ ５ ７番地

Ａ
図面No.

縮尺

測量 工事名称

図面名称

承 認 担 当 製 図

( A 3 ) S = 1 : 1 0 0

Ａ 面 Ｂ 面 Ｃ 面 Ｄ 面

2階
押 入

和 室 6帖 -2

Ａ 面 Ｂ 面 Ｃ 面 Ｄ 面 Ａ 面

2階
押 入

和 室 6帖 -1

2階
押 入

洋 室 -1

2階
押 入

洋 室 -2

１８

令 和 6年 度
椎 葉 村 UIタ ー ン サ ポ ー ト セ ン タ ー 事 務 所 整 備 工 事

展開図-８

Ｂ 面 Ｃ 面 Ｄ 面

Ａ 面 Ｂ 面 Ｃ 面 Ｄ 面

2FL

2FL 2FL

2FL

現況 現況

改修 改修

ビニルクロス貼り

ロールスクリーン

ビニルクロス貼り

ラワン合板張りラワン合板張り

木幅木：雑巾摺 木幅木：雑巾摺

ビニルクロス貼り

ビニルクロス貼り

ビニルクロス貼り

廻縁:既存流用 廻縁:既存流用

ラワン合板張り

ビニルクロス貼り

ビニルクロス貼り

廻縁:既存流用
ビニルクロス貼り

ロールスクリーン

ビニルクロス貼り

廻縁:既存流用

ラワン合板張り ラワン合板張り

ラワン合板張り2
,4

0
0

9101,820 1,820910

2
,4

3
0

2
,4

0
0

9101,820 1,820 910910

2
,4

3
0

1,820 910 1,820

910 1,820 910 1,820



1,722

1
,1

0
3

1
,1

7
0

1,690

1
,1

7
0

1,690

2
,2

3
0

1,750

8
5
0

1,680

1
,3

1
0

1,700

筋交い：90*90

押 入

ホ ー ル

押 入

階 段

洋 室 -２

洋 室 -１
交 流

ス ペ ー ス

洗

浴 室
(UB1616)

洋 室

押 入

物 入
玄 関

トイレ浴 室
(UB1616)

階 段

女 子
洗 面

ダ イ ニ ング

男 子
トイレ

洗 面 脱 衣 室

廊 下
事 務 室

打 合 せ
玄 関
土 間

半 外 付 を
外 付 と し て 使用

1
AD AW

1

AW
2

AW
3

AW
4

AW
5

WD

WD 7
8

AWAW

AW

AW

AW AW

WD

8

AD
1

AW AW
2

AW

WD
2

1
WD

WD
4

WD
3

WD
5

WD
6

1

2

AW
3

56

6

6

6 6

AW
4

女 子
トイレ

1 ヶ 所1 ヶ 所符号・使用箇所・数量

備 考

建 具 金 物

硝子 ・パ ネル

材質 ・見込 ・仕上

形 式

備 考

建 具 金 物

硝子 ・パ ネル

材質 ・見込 ・仕上

形 式

符号・使用箇所・数量

符号・使用箇所・数量

備 考

建 具 金 物

硝子 ・パ ネル

材質 ・見込 ・仕上

形 式

玄 関 土 間

YKK AP エ ピ ソ ー ド II NEO-B 土 間 引 戸  同 等 品

メー カ ー 標 準 仕 様

シリ ン ダー 錠

打 合 せ

YKK AP エ ピ ソ ー ド II NEO Fix窓  同 等 品

メー カ ー 標 準 仕 様

-

ヶ 所

YKK AP エ ピ ソ ー ド II NEO 外 付  引 違 い 窓  同 等 品

メー カ ー 標 準 仕 様

網 戸

FL3+A+FL3

ヶ 所

メー カ ー 標 準 仕 様

網 戸

YKK AP エ ピ ソ ー ド II NEO 半 外 付  引 違 い 窓  同 等 品

F4+A+FL3

事 務 室

ア ル ミ +樹 脂ア ル ミ +樹 脂

ア ル ミ +樹 脂ア ル ミ +樹 脂

姿 図

姿 図

姿 図

打 合 せ 、 事 務 室 2 1

1 ヶ 所

メー カ ー 標 準 仕 様

YKK AP プ ラ マ ー ド U 引 違 い 窓  同 等 品

樹 脂

1 ヶ 所

メー カ ー 標 準 仕 様

YKK AP プ ラ マ ー ド U 引 違 い 窓  同 等 品

樹 脂

F4+A+FL3

2階 ホ ー ル1階 洋 室

網戸 （既存 のサッ シ用） （既存サッ シ：木製 建具）

強 化 ガ ラ ス TP5+A+FL5 FL4+A+FL4

F4+A+FL3

事

－－－ 工事図面

ＴＥＬ０９８２(５６)-５５３０

宮崎県知事登録 第A-６ ６ ０ ２号

一級建築士　大臣登録第２ ０ ６ １ ７ ５号　代表社員　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３ ５ ７番地

Ａ
図面No.

縮尺

測量 工事名称

図面名称

承 認 担 当 製 図

( A 3 ) S = 1 : 6 0 １９

令 和 6年 度
椎 葉 村 UIタ ー ン サ ポ ー ト セ ン タ ー 事 務 所 整 備 工 事

建具表-1

記 尾 前 設 計 合 同 会 社

２ 階 キ ー プ ラ ン

１ 階 キ ー プ ラ ン



800

1
,7

6
0

800

1
,9

0
0

800

1
,7

4
0

800

760

1
,9

0
0

1,700

1
,7

6
0

1
,7

4
5

1
,9

0
0

1
,9

0
0

800

1,680

1
,3

0
0

860

アクリル板:150*150

アクリル板:150*150

アクリル板:550*550

アクリル板:150*150

アクリル板:150*150

アクリル板:450*150アクリル板

アクリル板:150*150三方枠：杉t=20

三方枠：杉t=20

三方枠：杉t=20 三方枠：杉t=20

三方枠：杉t=20

三方枠：杉t=20

三方枠：杉t=20

三方枠：t=20

WD
8

WD
6

WD
7

WD
5

WD
4

WD
3

WD
2

WD
1

AW
6

符号・使用箇所・数量

備 考

建 具 金 物

硝子・ パ ネル

材質・ 見込・ 仕上

形 式

備 考

建 具 金 物

硝子・ パ ネル

材質・ 見込・ 仕上

形 式

備 考

建 具 金 物

硝子・ パ ネル

材質・ 見込・ 仕上

形 式

-

符号・使用箇所・数量

符号・使用箇所・数量

姿 図

姿 図

姿 図

ヶ所計 2

３０

ホ ー ル ～ 洋 室 -1、 洋 室 -2

３０

-

ア ク リル 板

ベ ニ ヤ 合 板 の 上 、 ビ ニ ル ク ロ ス 貼 り

片引き フラッ シュ戸

引 手 、 戸 車 、 Vレ ー ル

-

1 ヶ 所ホ ー ル ～ 交 流 ス ペ ー ス

３０

1 ヶ 所事務室 ～ト イレ1 ヶ 所女 子 ト イ レ ～ 廊 下1 ヶ所男 子 ト イ レ ～ 廊 下

1 ヶ 所洋 室 ～ 廊 下

３０

ヶ 所1ダイニ ン グ ～ 事務 室

３０

-

ア ク リ ル 板

片開き フラッ シュ戸

ベ ニ ヤ 合 板 の 上 、 ビ ニ ル ク ロ ス 貼 り

レ バ ー ハ ン ド ル 、 丁 番 、 ド ア ク ロ ー ザ ー

シ リンダ ー錠 (事 務室側 )

ヶ 所1

３０

-

ア ク リ ル 板

ダ イニ ン グ ～ 廊 下

引 違 い ガ ラ ス 框 戸

杉

引 手 、 すべ り テ ープ

-

ヶ所

メ ー カ ー 標 準 仕 様

YKK AP プ ラ マ ー ド U 引 違 い 窓  同 等 品

樹 脂

F4+A+FL3

交 流 ス ペ ー ス 、 洋 室 -1， 2 計 5

網戸（ 既存の サッ シ用 ）

片引き フラッシュ戸

ベ ニ ヤ 合 板 の 上 、 ビ ニ ル ク ロ ス 貼 り

ア ク リ ル 板

引 き 戸 錠 (緊 急 時 開 放 )

３０ ３０

片引きフラッ シュ戸

ベ ニ ヤ 合 板 の 上 、 ビ ニ ル ク ロ ス 貼 り

ア ク リル 板

引 手 、 戸 車 、 Vレ ー ル

引 き 戸 錠 (緊 急 時 開 放 )

片引き フラッシュ戸

ベ ニ ヤ 合 板 の 上 、 ビ ニ ル ク ロ ス 貼 り

ア ク リ ル 板

引 手 、 戸 車 、 Vレ ー ル

引 き 戸 錠 (緊 急 時 開 放 )

ア ク リ ル 板

片 開きフラッシ ュ戸

ベ ニ ヤ 合 板 の 上 、 ビ ニ ル ク ロ ス 貼 り

-

レバ ーハ ンド ル 、丁番

サ ム タ ー ン 錠

ア ク リ ル 板

ベ ニ ヤ 合 板 の 上 、 ビ ニ ル ク ロ ス 貼 り

-サ ム タ ー ン 錠

片引きフラッ シュ戸

引 手 、 戸 車 、 Vレ ー ル

引 手 、 戸 車 、 Vレ ー ル

事

記 －－－ 工事図面

ＴＥＬ０９８２(５６)-５５３０

尾 前 設 計 合 同 会 社 宮崎県知事登録 第A-６ ６ ０ ２号

一級建築士　大臣登録第２ ０ ６ １ ７ ５号　代表社員　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３ ５ ７番地

Ａ
図面No.

縮尺

測量 工事名称

図面名称

承 認 担 当 製 図

( A 3 ) S = 1 : 6 0 ２０

令 和 6年 度
椎 葉 村 UIタ ー ン サ ポ ー ト セ ン タ ー 事 務 所 整 備 工 事

建具表-2



事

記 －－－ 工事図面

ＴＥＬ０９８２(５６)-５５３０

尾 前 設 計 合 同 会 社 宮崎県知事登録 第A-６ ６ ０ ２号

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３ ５ ７番地

Ａ
図面No.

縮尺

測量 工事名称

図面名称

承 認 担 当 製 図

( A 3 ) S = 1 : 1 0 0

一級建築士　大臣登録第２ ０ ６ １ ７ ５号　代表社員　尾前一日出

令 和 6年 度
椎 葉 村 UIタ ー ン サ ポ ー ト セ ン タ ー 事 務 所 整 備 工 事

基 礎 断 面 詳 細 図 　 　 　 Ｓ ＝ １ / ２ ０

床 伏 図 　 　 　 　 Ｓ ＝ １ / １ ０ ０

基礎伏図　床伏図 ２１

基 礎 伏 図 　 　 　 　 Ｓ ＝ １ / １ ０ ０

D13@200 シングルクロス

防湿ポリフィルム t=0.15敷込

砕石転圧 t=100

コンクリート同時金ゴテ押え t=120

GL

新設柱

大
引

大
引

大引

大
引

大引

大引

大
引

大
引

大
引

大引

大
引

大引

大引

大引

大引

大
引

大
引

大引

大
引

UB

UB

大引

大
引

大
引

既存柱

既 存 基 礎 ハ ツ リ

大引

大引

大
引

大
引

大引 大引大
引

大
引

大
引

大引

大引

大
引

大
引

土
台

土
台

既存床補修

基礎（筋交いを入れるため）

解体後コンクリート敷き

基礎（筋交いを入れるため）

斜線：既存コンクリート床+コンクリートべた基礎

1
0
0

2
0 1
2
0

1
0
0

2
5
0

120

3
0
0

1
0
0

1
5
0

150

5
,4

6
0

3
,4

3
0

910 1,8201,820 910 910

3,640 2,730 910

2,730

3
,6

4
0

1
,8

2
0

9
1
0

1
,8

2
0

7
0
0

9
1
01
,6

1
0

1,700

9
1
01,920

1
,0

1
0

1
,8

2
0

7
0
0

9
1
01
,6

1
0

3
,4

3
0

9101,820 910 910

3,640 2,730

1,820

1
,8

2
0

2,730

5
,4

6
0

3
,6

4
0

1
,8

2
0

根太間:スタイロフォーム
       1種b t=40

大引間:スタイロフォーム
       1種b t=40

大引間:スタイロフォーム
       1種b t=40

大引き間:スタイロフォーム
       1種b t=40

サ イ ズ材 種部 位

土台

部 材 リ ス ト

桧 1 0 5 * 1 0 5 注 入 材

大引 杉 1 0 5 * 1 0 5

構 造 用 合 板 t = 2 8-

柱 杉

杉根太掛・大引受 4 5 * 1 0 5

杉間柱 3 0 * 1 0 5 3 0 * 7 5

1 0 5 * 1 0 5

杉根太 4 5 * 6 0 @ 3 0 3

凡例

鉄筋：D13 @200シングルクロス

防湿ポリフイルム：t=0.15敷き

基礎：コンクリートベタ基礎 t=120

床パネル

床束：プラスチック製束

ABT：M 12 L=450 Z金物(埋込長≧250)

基礎立上り：W=120

コンクリート材料：普通コンクリート (N21 S15)

鉄筋の種類：D13 SD-295A

外部、内部換気孔：基礎パッキン工法



・　合成樹脂（カラープレートを含む。）

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

灯

時

ＴＶ

放

動

ＩＳ

災

火

Ｔ

Ｉ

犯

プレート類

カバープレート及び

ノズルプレート等の

刻印

キュービクル換気扇

フラッシュプレート

フラッシュプレート

ただし、共通仕様書に規定される製作図、試験成績表等は除く。

（３）製造業者等は５０音順とし、「株式会社」等の記載は（株）と省略した。

（１）（社）公共建築協会が実施する「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」によって所要の品質・性能を有する

ことの評価を受けた材料・機材等を使用する場合は、評価書の写しを監督職員に提出するものとする。

（２）使用する機材が設備機材等指定表による製造業者等のものである場合は、共通仕様書第１編第１章第４節１．４．

１（ｂ）の品質及び性能を有することの証明となる資料の提出を省略することが出来る。

設備機材等指定表（電気の部）

品　　目 機　材　名 適用範囲 製造業者等名

１．照明器具

１．工事範囲

２．機　　器

・写真の信憑性を考慮し、原則として写真修正は認めない。ただし、監督職員の承諾を

　得た場合は、回転、パノラマ、全体の明るさの補正程度は認めることとする。

　また、監督職員は、必要に応じて電子データ及び使用電子機器等の資料の提出を

　求めることができるものとする。

写真の修正等

・　配管及び配線（モジュラジャックの取付を含む）

７

評価事業設備機材等評価名簿

（最新版）」による。

インターホン

２． 特記仕様

章 項　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

４個以下

５個以上
３．

複合防災盤

受信機１．

２．

消火栓ポンプ始動

Ⅱ　　　工事仕様

１． 共通仕様

本工事は、電気事業法・電気設備技術基準・内線規程及び建築基準法・消防法・関係法に基づく。

図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築

　　ものとする。ただし、これらと同等のものとする場合は、監督職員の承

　　諾を受ける。

・　この工事に必要な工事用電力・水及び諸手続等の費用は、すべて請負者

　　の負担とする。

・　この工事の請負者は官公署その他への手続は速やかに行い、工事竣工と

　　同時に使えるように一切の手続を代行する。

　　但し、費用はすべて請負者の負担とする。

・　工事着手前に提出する図書は下記による。

　　設計図　　　製本　（　　　）部

　　（工事名称、工事期間、請負者名、電話番号を記入）

　　その他係員の指示するもの

・　完成図及び保守指導案内書の提出は下記による。

・　完成図面ＣＡＤデータの提出及びその様式は監督員の指示による。

　　電気的に接続すること。

・　ＣＤ管の使用は認めない。

・　屋外で金属製可とう電線管を使用する場合、ビニル被覆有とする。

・　外壁貫通の配管は薄鋼又は厚鋼電線管とする。

・　金属管を使用する場合、その必要に応じ、ボンディングを行い、

・　ステンレス又は、新金属とする。

電　　　灯

電気時計

テレビ共聴

拡　　声

動　　力

表示．電鈴

防　　災

自火報

電　　話

防　　犯

１．機材等

２．

３．諸手続

４．工事写真

５．提出図書等

６．完成図書

７．電線管の使用

８．

９．

　　厚　６０ｍｍ程度

・　強力亜鉛引　４．０ｍｍ×５．６ｍｍ、フェンス内はコンクリート・砂利敷共

・　高圧引込線が地中埋設で３０ｍ以上の場合の地絡Ｒｙは方向性とする。

・　不　要　　　　　　・　７５ＫＶＡ以上に取付

・　要　　　　　　　　・　不　要

・　本工事　　　　　　・　別　途

・　本工事　　　　　　・　別　途１．キュービクル基礎

２．配線ピット及び蓋

３．

４．変圧器移動車輪

５．保護継電器

６．キュービクル防護

フェンス

１．発電機基礎

２．冷却水槽

３．配線ピット及び蓋

４．キュービクル形

５．直流電源装置

・　本工事　　　　　　・　別　途

・　本工事　　　　　　・　別　途

・　本工事　　　　　　・　別　途

・　屋内形　　　　　　・　屋外形

・　組込形　　　　　　・　別置形

１．

２．

埋設管路の標識

マンホール

・ハンドホール

・　標識シート　　　　・　標識杭　　　　　　・　標識プレート

・　現場打　　　　　　・　ブロック式

・　過負荷単相運転防止用継電器を標準とする。

・　本工事　　　　　　・　別　途

・　本工事　　　　　　・　別　途

・　本工事　　　　　　・　別　途

・　本工事　　　　　　・　別　途

１．

２．

３．

４．

５．

６．

保護継電器

電極棒

フロートスイッチ

制御盤

警報盤

警報表示

・　フロアコンセントは格納式とし、係員の承諾をうけること。

・　分電盤の予備の配線用しゃ断器数に応じ、次のように予備配管を設ける。

　　　天井スラブの場合　・・・　ジョイントボックス取付

　　　二重天井の場合　・・・・　天井面まで仕上げ、ジョイントボックス取付。ただ

　　　　　　　　　　　　　　　　し、点検口がある場合は、係員の指示による。

　　　配　　　　　　管　・・・　予備の配線用しゃ断器

・　多心ケーブルの１心を接地線として使用する場合その心線は、緑色とする。３．配線

２．予備回路

１．配線器具

・　官公庁電気技術連絡協議会仕様器具を標準とする。

・　蛍光灯安定器の回路方式は下記による。

・　予備電源内蔵形　　　　・　予備電源別置形

・　予備電源内蔵形　　　　・　予備電源別置形

・　器具の取付けは、器具の重量及び取付け場所に応じた方法にて取り付ける。

　　こと。

２．蛍光灯器具

３．非常用照明装置

４．誘導灯装置

５．取付け

・　２０Ｗをこえるけい光灯器具は、原則としてつりボルト、インサートなどを使用の

・　２０Ｗ以下のけい光灯器具の取付けは、適当な取付金具を使用のこと。

１．位置ボックス

２．ローテンション

３．アンテナ取付

２．

１．位置ボックス

ケーブル

４．アンテナ基礎

５．アンテナマスト

６．アンテナ材質

７．受信帯域

１．

２．ローテンション

１．避雷針の種類

２．引下げ導体

３．接地抵抗測定

１．防火戸，

防火シャッター　

１．工事範囲

２．

３．機　　器

　影響に配慮する。

・　ボタン電話用は大形四角深形ボックスとする。

・　特殊形（ケーブル引出用）

・　低損失同軸ケーブル

・　壁支持形（１３φボルト２箇所以上）　　・　自立型（標準形）

・　本工事　　　　　・　別途

・　長さ　２．５ｍ　　　・　亜鉛メッキ鋼管

・　ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４）

・　アルミニウム　　・　ステンレス（ＳＵＳ３０４）　　・　ＢＬ規格

・　ノズルプレートを取付ける。

・　特殊形（ケーブル引出用）

・　突針　　　　・　むね上導体　　　　・　工作物使用

・　鉄骨又は鉄筋による簡略　　　　　　・　銅より線

・　矩体地中梁着工までに大地抵抗を測定し報告すること。

・　自立型　　　　　・　壁掛型　　　　　・　複合盤

・　副受信機　　　　　回線

・　自立型　　　　　・　壁掛型　

・　自火報表示　　　　窓　　　　　　　・　防排煙表示　　　　窓

・　警報諸表示　　　　窓

・　非常放送（コールサイン付）　　　　・　親時計

・　発信機と連動し表示灯フリッカ式　　・　手動押釦方式

・　煙感知器及び配線接続を本工事とする。

・　表示は自動火災報知設備に含む。

・　個別動作方式

・　配管のみ本工事　　　　　　　　・　機器取付まで本工事

・　電源工事（ＡＣ１００Ｖ），接地工事は本工事とする。

・　ノズルプレート

・　電源電圧（ＡＣ１００Ｖ）　　　　　　・　予備電源内蔵型

・　警戒線直列式

１

３

４

５

６

９

・　ＡＣ２４Ｖ　　　　　　　・　無電圧

（２５）×２

（２５）×３以上

・　ＵＨＦ　　全体域用２０素子以上　　デジタル対応

・　ＶＨＦ　　全帯域用１２素子以上

　　　Ａ３サイズ縮小フィルム含む

　　　上記マイクロフィルム青焼製本２部

　　　完成図及びマイクロフィルム（内容については別途指示する）

　　　製作図、試験成績表、測定表及び保守指導案内書２部を提出する。

・　刻印の○の径は１０ｍｍ，文字は黒色とし下記による。

　　　　　　　　　　　　　１６Ｗ，２４Ｗ，３２Ｗ，４２Ｗ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＰＮ

　　　スタット

　　　スタット

ＬＡＮ設備

自動火災報知設備

防犯設備

自動閉鎖設備

太陽光発電設備

塗装工事

・　接地極埋設標は、刻印とする。

工事標準仕様書（電気設備工事編）（平成１９年度）、公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）

（平成１９年版）による。

・　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「工事写真の撮り方（改訂第２版）

建築設備編」による。

・　大形四角深形ボックスとする。

・　メインＨＵＢ、端末用ＨＵＢ及びＨＵＢ収納箱　・　端末用ＨＵＢのみ

「建築材料・設備機材等品質性能

・　原則として、屋外露出配管は厚鋼電線管・ＨＩＶＥ管・ＰＥ管のいずれかとする。

動　

力　

設　

備

電
灯
及
び
コ
ン
セ
ン
ト
設
備

照　

明　

器　

具　

及　

び　

取　

付

電
話
設
備

テ
レ
ビ
共
同
受
信
設
備

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
設
備

雷
保
護
設
備

自
動
火
災
報
知
設
備

自
動
閉
鎖
設
備

Ｌ
Ａ
Ｎ
設
備

防
犯
設
備

・　ハンドホール内ではケーブル・呼び線に用途名称札をつけ、その名称札は刻印とする。

　　　　　　　　　　　　　上記以外のもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＰＨ

　　　　　　　　　　　　　　　上記以外のもの　　　　　　　　　　　　　　　　ＧＨ

・　Ｈｆ直管形蛍光ランプ・・・露出型器具等でグレアを考慮する場所に設置する器具　　ＰＮ

　　　　　　　　　　　　　センサ等と組み合わせて連続調光を行う器具　　　　　ＰＸ

・　コンパクト形蛍光ランプ・・・１８Ｗ，２７Ｗ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＥＬ

・　環状のランプ（家庭用照明器具を除く）　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＧＨ

・　直管形蛍光ランプ（２０形）・・・防雨・防湿形，電池内蔵非常用　　　　　　ＧＬ

工事用電力・水・その他

１０

１６

１１

１２

１３

１４

１５

・　本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定するもの又は、同等の

自
家
発
電
設
備

一　
　

般　
　

共　
　

通　
　

事　
　

項

幹
線
設
備

・　　Ｐ型　　級　　　回線　　　　消火栓系統　　　　系統

受　

変　

電　

設　

備

２

・　ＵＴＰケーフ゛ルはカテコ゛リ５Ｅかそれ以上のものを使用すること。

金属製電線管の塗装

電気工事仕様書

に埋設する。

Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ

ＤＤ

Ｗ Ｗ

ＥＰ（アースプレート１．５ｔ×７００×９００）

設置極の上端を地表面下０．７５ｍ以上の深さ

接続箱

架台

化学物質の

材料

３．

　・　屋外　　　　　　　・屋内（　　　　　　　　　　　　　　）

１）引渡しを要するもの１．発生材の処理

　　　・有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

２）引渡しを要するもの以外

　　　・構外搬出とし、搬出及びその処理費は（・　本工事　　・　別途）とする。

３）特別管理産業廃棄物

　　　・有（ＰＣＢ使用機器：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　ＰＣＢ使用機器は関係法令により適切に処理し、建物管理者に引渡す。

４）再利用又は再資源化を図るもの

　　　・有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・現場説明書による。２．残土処理

　　　・埋戻し後の建設残土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。

３．環境への配慮

・　契約電力５００ｋｗ以上の電気工作物においても第一種電気工事士により施工を行う

・　下記の露出配管は塗装を行う

Ｉ　一般事項

工事名称

工事場所

工事期間

建物概要

工事区分

自　平成　　　年　　月　　日　　至　　　年　　月　　日

（○印のついたものを適用する）

１．

２．

３．

４．

５．

・　スイッチ、コンセントで用途の判別し難いものは刻印する。

・　水平高低調整式

・　鉄筋コンクリート部で、補強を必要としない貫通孔、開口部の型枠スリーブは本工

　　事とする。なお、細部については監督員と打合せる。

・　壁、天井の仕上材、下地材の切込み及び、下地材の補強は（・本工事・建築工事）

　　とする。なお、細部については監督員と打合せる。

・　本工事

・　屋外に使用する鉄製材料（ビス、ナット類を除く）のメッキは亜鉛メッキを原則と

　　する。

・　圧着、圧縮あるいはねじ締付とする。

・　導体上に耐熱層を設ける。

１．電気時計

２．増幅器

３．マイクロホン

４．マイクロホン

スタンド

５．スピーカ

１．

１）・誘導雷保護器２．

　　・屋外［・ＳＵＳ　　　・鋼板　　・その他（　　　　　　　　）］

・本工事　　　　・その他３．

１．

濃度測定

・本工事　　　　・別途

２．

・屋内で使用する材料の選定に当たっては、揮発性有機化合物の放散による健康への

　により、環境負荷を低減できる材料を選択するように努めること。

・　回線モニタ類　　　　個

・　時刻規正機構

・　卓上形　　　　・　キャビネットラック式　　　・デスク形

・　入出力回略

・　付加機能　　リモコン、コールサイン、モニタ

・　組込みラジオ受信部　　　　　　　ＡＭ，ＦＭ

・　組込テープレコーダー　　　　　　カセット式

・　イコライザー

・　ダイナミック形　　　　　　・　コンデンサ形

・　単一指向性　　　　　　　　・　無指向性

・　性能　　　　　　　級

・　重量　　約　　　　ｇ

・　床上形　　　　　　・　卓上形（　固定　．　高さ調整）

・　キャビネットスピーカ

・　体育館スピーカ

・　ホーンスピーカ

１

８

・　水晶式　　　　　・　壁掛け　　　　　・　埋込

・　精度　　級　　　・　チャイム　　　　・　時報子時計

・　電源装置　　　　　　整流電源式　　　　　蓄電池式

・　重量　　　　４００ｇ　．　　　７５０ｇ　．　　　３，０００ｇ

・　端子板は、Ｂ型端子板付とする。

・　屋外ステンレス（ＳＵＳ３０４）　屋内（ボンデ鋼板）

・　この工事の施工従事者は、関係法令で定める有資格者とし、資格の写しを提出し承

　　諾をうけること。

　　ものとする。

・　屋外に使用するビス、ナット類は全てＳＵＳ３０４とする。

・　焼付塗装（マンセル値　２．５Ｙ　９／１）を原則とする。

・　下表による。

　　　ＪＩＳＣ５５０２（　Ａ１　．　Ａ２　．　Ｂ　．　Ｃ　）

　　　マイク重量以上

　　　性能　　　　　　　　　　級

　　　定格入力　　　　　　　　Ｗ

　　　低音用　　　２０ｃｍコーンスピーカ　　　　　　個

　　　高音用　　　ホーンスピーカ　　　　　　　１個

　　　防球カバー

２）・結晶系シリコン　　　・アモルファスシリコン　　　・その他（　　　　　）

３）・バイパスダイオード　・その他（　　　　　）

１）・系統連係形　　　　　・その他（　　　　　）

２）・屋内［・鋼板　　　・その他（　　　　　　　　）］

・　屋内の場合、特記がなければＦ☆☆☆☆とする。　　　・　その他

受変電設備

幹線設備

動力設備

電話設備

自家発電設備

照明器具及取付

電気時計・拡声設備

テレビ共同受信設備

雷保護設備

インターホン設備

工事種目

電灯及びコンセント設備

電気工事 管工事 空調工事 建築工事 その他

接　地　種　別

ＥＢ（アースブロック）

・　ＣＤ／ＭＤプレーヤ

　　　パネル　　　サランネット　　・　パンチング

　　　壁掛形　　　　　　３　　Ｗ　　　　１　　Ｗ結線

　　　天井埋込形　　　　３　　Ｗ　　　　１　　Ｗ結線

　　　両面吊下形　　　　６　　Ｗ　　　　２　　Ｗ結線

　　　定格入力　　　　２０　　Ｗ

Ｄ＝１４　又　Ｗ＝４０　Ｌ＝１，５００

＝２２ｍ×３００

接地線太さ３０ｍｍ以上は２本使用

工　　　　　　事　　　　　　区　　　　　　分

電
気
時
計
・
拡
声
設
備

太
陽
光
発
電
設
備

塗
装
工
事

そ
の
他

第　　　　　Ａ　　　　　種

第Ｂ種　　　　　Ｃ種　　　　　Ｄ種

接　　　　　　　　　　　　　　　地

及びアレイ

太陽電池モジュール

・国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購入法）に定めるところ

・　鉄を基材とするビス、ナット類は、クロームメッキ、または亜鉛メッキを原則とする。

・　長さ１ｍ以上の空配管には、１．６ｍｍビニル被覆鉄線を入線し用途名称札をつける。

１０．

１２．

１１．

１３．

１４．

１５．

１６．

１７．

１８．

１９．

その他の刻印

フロアボックスカバー

他工事との取合い

インサート

メッキ等の種類

呼び線

端子盤プルボックス

その他の盤

耐熱電線の接続

接地極

施工従事者

１７

１９

１８

一　
　

般　
　

共　
　

通　
　

事　
　

項

・　定格出力　　　　　Ｗ　　　　　・性能　　　　級

・　出力制御スイッチ　　　　　回路
宮崎県東臼杵郡椎葉村

木造2階建て

令和6年度 椎葉村UIターンサポートセンター事務所整備工事

事

記 －－－ 工事図面

ＴＥＬ０９８２(５６)-５５３０

尾 前 設 計 合 同 会 社 宮崎県知事登録 第A-６ ６ ０ ２号

一級建築士　大臣登録第２ ０ ６ １ ７ ５号　代表社員　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３ ５ ７番地

図面No.

縮尺

測量 工事名称

図面名称

承 認 担 当 製 図 令和6年度
椎葉村UI タ ー ン サポー ト セ ン タ ー事務所整備工事 Ｅ
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(屋内壁掛鋼板製)
本体:W500xH1000xD120
上部ｽﾍﾟｰｽﾀﾞｸﾄ:W500xH500xD120

電灯分電盤

盤名称，電源種別

幹線記号，主幹開閉器

ELB3P
100/ 75A

1φ3W
210V
／105V

CVT38sq

分　岐 回路ＮＯ
２Ｐ・ＡＦ／ＡＴ２００１００ＭＣＢＥＬＢ

容量

（ＶＡ）

分岐開閉器電圧（Ｖ）
名　称

2階交流ｽﾍﾟｰｽｴｱｺﾝ

予備

予備

予備

予備

予備

予備

1階東照明

1階西照明

2階照明

1階ﾀﾞｲﾆﾝｸﾞｴｱｺﾝ

1階洋室ｴｱｺﾝ

2階洋室2ｴｱｺﾝ

2階洋室1ｴｱｺﾝ

予備

予備

予備

事務室ｺﾝｾﾝﾄ

1階事務室ｴｱｺﾝ

事務室ｺﾝｾﾝﾄ

事務室ﾄｲﾚｺﾝｾﾝﾄ

ﾀﾞｲﾆﾝｸﾞｺﾝｾﾝﾄ

ﾀﾞｲﾆﾝｸﾞｺﾝｾﾝﾄ

廊下・洋室ｺﾝｾﾝﾄ

女子ﾄｲﾚｺﾝｾﾝﾄ

洗濯機用ｺﾝｾﾝﾄ

男子ﾄｲﾚｺﾝｾﾝﾄ

2階洋室2ｺﾝｾﾝﾄ

2階洋室1ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ
2階ﾎｰﾙ・交流ｽﾍﾟｰｽ

ｶﾞｽ給湯器用ｺﾝｾﾝﾄ

予備

50／20

50／20

50／20

50／20

小計

50／20

50／20

小計

50／20

50／20

50／20

50／20

50／20

50／20

50／20

50／20

50／20

50／20

50／20

50／20

小計

合計

50／20

50／20

50／20

50／20

50／20

50／20

50／20

50／20

50／20

50／20

50／20

50／20

50／20

50／20

101

102

103

104

201

202

316

315

314

313

312

311

310

309

308

307

306

305

304

303

302

301

317

318

319

320

321

322

323

324

325

326

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○

○

○ ○

○

○

○ ○

○ ○

○○

○○

○○

○ ○

○○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

ED        接地端子付
ED ELB    接地端子付

防雨型、ひと（熱線）センサ・ＥＥセンサ付（約３０－１００％段調光）

５０００Ｋ、Ｒａ８３、光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）

器具光束１４７０ｌｍ、消費電力１４．９Ｗ、電圧１００～２４２Ｖ

本体：ステンレス、カバー：ポリカーボネート（乳白）

壁直付型、保護等級：ＩＰ２３

ＬＥＤ内蔵、電源ユニット内蔵

パナソニック　ＮＮＦＳ２１８５２ＣＬＥ９　相当品

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

器具光束９８０ｌｍ、消費電力１２Ｗ、電圧１００Ｖ

拡散タイプ、壁直付型・棚下直付型、コンセント付

カバー：プラスチック（乳白）

スイッチ付

パナソニック　ＬＧＢ５２０９４ＬＥ１　相当品

枠：鋼板（ホワイトつや消し仕上）、埋込穴φ１５０

反射板（下部）：鋼板（ホワイトつや消し仕上）

ＬＲＳ１－０８ＬＮ

Ｇ

ＬＥＤ内蔵＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞、電源ユニット内蔵、一般光色タイプ

５０００Ｋ、Ｒａ８５、拡散タイプ

光源遮光角１５度、光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）

器具光束：１０４５ｌｍ、消費電力：７Ｗ、電圧：１００－２４２Ｖ

反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）

ＬＥＤキッチンライト　２０形直管蛍光灯１灯器具相当

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

器具光束７９５ｌｍ、消費電力７．３Ｗ、電圧１００Ｖ

拡散タイプ、高気密ＳＢ形、防湿型・防雨型

枠：アルミ（ホワイトつや消し）

埋込穴φ１００

ＬＥＤウォールライト　２０形Ｈ

パナソニック　ＬＲＤ３１００ＮＬＥ１　相当品

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

器具光束４００ｌｍ、消費電力４．９Ｗ、電圧１００Ｖ

拡散タイプ、ツマミネジ方式

（乳白）

上下面カバー付

Ｗ＝１１０　Ｈ＝１１０　出しろ９０

パナソニック　ＬＥＤブラケットＸＬＧＢ８１８００ＣＥ１　相当品

枠：鋼板（ホワイトつや消し仕上）、埋込穴φ１５０

ＬＥＤ内蔵＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞、電源ユニット内蔵、一般光色タイプ

５０００Ｋ、Ｒａ８５、拡散タイプ

光源遮光角１５度、光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）

器具光束：２０７０ｌｍ、消費電力：１５Ｗ、電圧：１００－２４２Ｖ

反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）

反射板（下部）：鋼板（ホワイトつや消し仕上）

Ｆ ＬＥＤブラケット　６０形電球１灯器具相当

ＬＲＳ１－１７ＬＮ

昼光色（６５００Ｋ）、Ｒａ８３／電球色（２７００Ｋ）、Ｒａ８３

器具光束４２９９ｌｍ、消費電力３３．５Ｗ、電圧１００Ｖ

天井直付型、ソフトターン方式、カチットＦ

竿縁天井取付アダプタ対応

カバー：アクリル（乳白つや消し）

リモコンで〈１００％～５％〉調光

専用リモコン送信器同梱

Ｅ ＬＥＤダウンライト　１００形電球１灯器具相当

パナソニック　ＬＧＣ３１６０４　相当品

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

電源装置はライトバー側に内蔵

ダウンライト　１００形

ＬＳＳ９－４－４８ＬＮ

Ｄ

消費電力３１．９Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

本体：鋼板（白色粉体塗装）

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）

一般タイプ、５２００ｌｍタイプ

Ａ ｉＤシリーズ直付型４０形　Ｄスタイル　Ｗ１５０ Ｂ ＬＥＤシーリングライト Ｃ ダウンライト　２００形

事

記 －－－ 工事図面

ＴＥＬ０９８２(５６)-５５３０

尾 前 設 計 合 同 会 社 宮崎県知事登録 第A-６ ６ ０ ２号

一級建築士　大臣登録第２ ０ ６ １ ７ ５号　代表社員　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３ ５ ７番地

図面No.

縮尺

測量 工事名称

図面名称

承 認 担 当 製 図 令和6年度
椎葉村UI タ ー ン サポー ト セ ン タ ー事務所整備工事 Ｅ
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D

C

ｔ

ｔ

A

告知端末

凡例注記

C

ｔ

ｔ

A

別途工事

本工事

※3.村内間の通話は無料。村外の通話は別途契約かNTT回線引込が必要。

※1.地ﾃﾞｼﾞ対応ﾃﾚﾋﾞであればSTBを接続しなくても地上ﾃﾞｼﾞﾀﾙ放送を視聴可能。

※2.ｲﾝﾀｰﾈｯﾄの利用には別途契約が必要。

かて～りネット配線仕様

TV

AC100V
(ONU電源部)

PSU

R

STB
(多ﾁｬﾝﾈﾙﾁｭｰﾅｰ)※1

C

PC TEL

EBT
UTP

※2 ※3

UTP

ONU
(光変換器)

S5C

光

かて～りﾈｯﾄ(村営)

(配管は本工事)

NTT

(
P
F
2
2
)

熱感知器(電池式)

煙感知器(電池式)

情報用ﾓｼﾞｭﾗｰ

ｲﾝﾀｰﾎﾝ親機(IES-1A/A)

ｲﾝﾀｰﾎﾝ子機(IES-1A/A)

消火器(粉末ABC10型)

電話用ﾓｼﾞｭﾗｰ（6極4芯）

TV用ﾓｼﾞｭﾗｰ（端末用）

TV用ﾓｼﾞｭﾗｰ（中間用）

電話用ﾓｼﾞｭﾗｰ（6極4芯）

熱感知器(電池式)

煙感知器(電池式)

情報用ﾓｼﾞｭﾗｰ

TV用ﾓｼﾞｭﾗｰ（端末用）

TV用ﾓｼﾞｭﾗｰ（中間用）

消火器(粉末ABC10型)

ｲﾝﾀｰﾎﾝ親機(IES-1A/A)

ｲﾝﾀｰﾎﾝ子機(IES-1A/A)

凡例

天井内ころがし

EM-S-5C-FB(PF16)

EM-AE1.2－2C(PF16)

EM-EBT0.65－2P(PF16)

EM-UTP0.5－4P（CAT6）(PF16)

（２）壁内配線はＰＦ管保護とする。

（１）特記なき配管配線は下記による。

注記

S5C

UTP

AE

EBT

UTP

AE

EBT

TV

TEL

R
TV

TV

TEL

R
TV

C

ｔ

EM-CE38sq-3C

九電柱

防雨引込ｶﾊﾞｰ

防雨入線ｶﾊﾞｰ

UTP

EM-CE38sq-3C

(PF16)

S5C

電灯分電盤

UTP
EBT

S5C

E (ELB) ED

8sq 8sq

かて～りﾈｯﾄ(村営)

WH

ONU

AE

告知端末

TV
TEL

R

A ｔ

通 し 柱

凡 例

新 設 柱改 修 　 １ 階 平 面 図 　 　 　 　 Ｓ ＝ １ / ６ ０
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3
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6
,1

6
0

1
,8

2
0

1
,6

1
0

5,460910

12,740

1,820 9101,820 910 910

910 2,730 3,640 2,730 2,730

12,740

1 5

洗男子

ト イレ

洗面脱衣室

浴室
(UB1616)

押入

物入
玄関

ト イ レ浴室

階段廊下

女子
ト イ レ

デッ ド
スペース

(打合せ)
玄関
土間

女子
洗面脱衣室

(UB1616)

事務室

Ｎ

ダイニング洋室

事

記 －－－ 工事図面

ＴＥＬ０９８２(５６)-５５３０

尾 前 設 計 合 同 会 社 宮崎県知事登録 第A-６ ６ ０ ２号

一級建築士　大臣登録第２ ０ ６ １ ７ ５号　代表社員　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３ ５ ７番地

図面No.

縮尺

測量 工事名称

図面名称

承 認 担 当 製 図

( A3 ) S=1 : 60

令和6年度
椎葉村UI タ ー ン サポー ト セ ン タ ー事務所整備工事 Ｅ

０３引込・幹線・弱電設備 １階平面図



注記

（１）特記なき配管配線は下記による。

ＥＭ－ＥＥＦ　２.０－３Ｃ（１ＣＥ）

ＥＭ-ＥＥＦ　１.６－３Ｃ（１ＣＥ）

ＥＭ－ＥＥＦ　１.６－３Ｃ

ＥＭ－ＥＥＦ　１.６－２Ｃ

ＥＭ-ＥＥＦ　１.６－２Ｃ×２

天井内ころがし配線

凡例

（１）特記なき機器は下記による。

埋込スイッチ（１Ｐ１５Ａ×１　樹脂プレート）

埋込スイッチ（１Ｐ１５Ａ（Ｌ）ＯＮピカ　樹脂プレート）L

3

4

埋込スイッチ（３Ｗ１５Ａ×１　樹脂プレート）

埋込スイッチ（４Ｗ１５Ａ×１　樹脂プレート）

C

D

D

E

EE

A
A

B

C C C

D

C C

C

F

D

G

H

1 5

Ｎ

洗

押入

物入

階段

デッ ド
スペース

通 し 柱

改 修 　 １ 階 平 面 図 　 　 　 　 Ｓ ＝ １ / ６ ０
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6
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5,460

6
,1
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0
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910

3
,4

3
0

6
,1

6
0

12,740

1
,8

2
0

1
,6

1
0

1,820 9101,820 910 910

洋室

ダイニング
玄関
土間 (打合せ)

事務室

浴室

(UB1616)

浴室
(UB1616)

男子
トイレ

洗面脱衣室

トイレ
女子

洗面脱衣室
女子

玄関

トイレ

廊下

L

L

L

L

L

3

3

ｾﾝｻｰ付

3

3

4

L
3

101

102

電灯分電盤

103

L

事

記 －－－ 工事図面

ＴＥＬ０９８２(５６)-５５３０

尾 前 設 計 合 同 会 社 宮崎県知事登録 第A-６ ６ ０ ２号

一級建築士　大臣登録第２ ０ ６ １ ７ ５号　代表社員　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３ ５ ７番地

図面No.

縮尺

測量 工事名称

図面名称

承 認 担 当 製 図

( A3 ) S=1 : 60

令和6年度
椎葉村UI タ ー ン サポー ト セ ン タ ー事務所整備工事 Ｅ

０４電灯設備 １階平面図



事

記 －－－ 工事図面

ＴＥＬ０９８２(５６)-５５３０

尾 前 設 計 合 同 会 社 宮崎県知事登録 第A-６ ６ ０ ２号

一級建築士　大臣登録第２ ０ ６ １ ７ ５号　代表社員　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３ ５ ７番地

図面No.

縮尺

測量 工事名称

図面名称

承 認 担 当 製 図

( A3 ) S=1 : 60

令和6年度
椎葉村UI タ ー ン サポー ト セ ン タ ー事務所整備工事 Ｅ

０５電灯設備 ２階平面図
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2

2EET

2EWP

AC

埋込コンセント（２Ｐ１５Ａ×２）

凡例

（１）特記なき機器は下記による。

埋込コンセント（２Ｐ１５Ａ×２ ＥＥＴ付）

防水コンセント（２Ｐ１５Ａ×２ Ｅ付）

埋込コンセント（２Ｐ１５／２０Ａ×１ ＥＥＴ付）

（１）特記なき配管配線は下記による。

注記

ＥＭ－ＥＥＦ２.０－２Ｃ

ＥＭ－ＥＥＦ２.０－３Ｃ（Ｅ：１Ｃ）

天井内ころがし配線

（２）壁内配線はＰＦ管保護とする。
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改 修 　 １ 階 平 面 図 　 　 　 　 Ｓ ＝ １ / ６ ０
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12,740

Ｎ

凡 例

新 設 柱

事

記

０ ６

－－－ 工事図面

ＴＥＬ０９８２(５６)-５５３０

尾 前 設 計 合 同 会 社 宮崎県知事登録 第A-６ ６ ０ ２号

一級建築士　大臣登録第２ ０ ６ １ ７ ５号　代表社員　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３ ５ ７番地

図面No.

縮尺

測量 工事名称

図面名称

承 認 担 当 製 図

( A3 ) S=1 : 60

令和6年度
椎葉村UI タ ー ン サポー ト セ ン タ ー事務所整備工事 Ｅ

コンセント設備 １階平面図
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事

記 －－－ 工事図面

ＴＥＬ０９８２(５６)-５５３０

尾 前 設 計 合 同 会 社 宮崎県知事登録 第A-６ ６ ０ ２号

一級建築士　大臣登録第２ ０ ６ １ ７ ５号　代表社員　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３ ５ ７番地

図面No.

縮尺

測量 工事名称

図面名称

承 認 担 当 製 図

( A3 ) S=1 : 60

令和6年度
椎葉村UI タ ー ン サポー ト セ ン タ ー事務所整備工事 Ｅ

０７コンセント・弱電設備 ２階平面図



スイッチ

コンセント

換気扇
分電盤
ELB2P30Ax1
MCB2P20Ax4

ONU(ｶﾃｰﾘﾈｯﾄ)

ﾍﾟﾝﾀﾞﾝﾄFL20W-2

告知端末

直付FL20W-2 直付FL20W-2
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直付IL60W-1

ﾍﾟﾝﾀﾞﾝﾄFCL32W+20W

ﾍﾟﾝﾀﾞﾝﾄFCL32W+20W

直付IL60W-1

（注記）

・図中の電気設備すべて撤去とする。

現 況 　 １ 階 平 面 図 　 　 　 　 Ｓ ＝ １ / ６ ０

Ｎ

物入

押入

洗面

廊下

作業場 物置 - ２

ト イ レ

1 5

外トイレ
(便器無し)

階段

階段下収納

押入仏間

1
,8

2
0

9
1
0

2
,7

3
0

2
,7

3
0

910 2,730 3,640 2,730 2,730 2,275

15,015

3,640 910 910 1,820

1,820 1,820

7
0
0

3
,4

3
0

6
,1

6
0

2,275

15,015

5,460

1
,8

2
0

9
1
0

9
1
0

1
,8

2
0

3
,6

4
0

5
,4

6
0 6
,1

6
0

7
0
0

和 室 ６ 帖

物 置 -１

和 室 ４ .５ 帖

浴 室

玄 関 　 　 台 所

事

記 －－－ 工事図面

ＴＥＬ０９８２(５６)-５５３０

尾 前 設 計 合 同 会 社 宮崎県知事登録 第A-６ ６ ０ ２号

一級建築士　大臣登録第２ ０ ６ １ ７ ５号　代表社員　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３ ５ ７番地

図面No.

縮尺

測量 工事名称

図面名称

承 認 担 当 製 図

( A3 ) S=1 : 60

令和6年度
椎葉村UI タ ー ン サポー ト セ ン タ ー事務所整備工事 Ｅ

０８電気設備撤去　１階平面図　
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ﾍﾟﾝﾀﾞﾝﾄFCL32W+20W

スイッチ
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（注記）

・図中の電気設備すべて撤去とする。
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現 況 　 ２ 階 平 面 図 　 　 　 　 Ｓ ＝ １ / ６ ０

事

記 －－－ 工事図面

ＴＥＬ０９８２(５６)-５５３０

尾 前 設 計 合 同 会 社 宮崎県知事登録 第A-６ ６ ０ ２号

一級建築士　大臣登録第２ ０ ６ １ ７ ５号　代表社員　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３ ５ ７番地

図面No.

縮尺

測量 工事名称

図面名称

承 認 担 当 製 図

( A3 ) S=1 : 60

令和6年度
椎葉村UI タ ー ン サポー ト セ ン タ ー事務所整備工事 Ｅ

０９電気設備撤去 ２階平面図



・ 処理対象人員　　　　　人、処理水量　　　　　m3／日、流入ＢＯＤ　　　　　mg／L

　・ 槽と一体形　　　・ 独立設置（　・ ＲＣ造　　・ ステンレス製　　・ 鋼板製　）

　a) 再室又は形状　　・ アルミ製　　・ 鋼製　　　・ ネットフェンス

(5) ２次側電気工事　（　・ 操作盤　　　・ 配管　　　・ 配線　）は、本工事とする。

(6)　基礎コンクリート　 ・ 本工事　　　・ 別途工事（　　　　　　）

(1)　コンクリート躯体は、　・ 本工事　　　　・ 別途工事（　　　　　　）

　　（　・ バイブロハンマー　　　・ 油圧式超高周波　　　・ 油圧注入　）

　と付属操作スイッチ

天井吊り形ＦＣＵ、個別パッケージ、全熱交換ユニット等の機器

　と付属操作スイッチの埋込ボックス

個別パッケージの室内機、室外機の渡り配線（接地共）

煙感知器から連動制御盤を経て防煙ダンパーに至る配管配線

小便器用節水装置の制御盤以降の２次側の配管配線

電　気　錠

ガス漏れ検知器

電気錠及び通電金具

ＴＥＮキー及び制御盤

ユニットバス、ユニットバス内水栓

ユニットバスの換気扇

ユニットバスへの給水給湯管、排水管接続

空調ライン設備プレート

照明ライン設備プレート

ボード、Ｔバー

洗濯機パン

システム天井

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

温水洗浄便座

温風乾燥機能（　・ 有　　・ 無　）　　　　　　 脱臭機能　（　・ 有　　　・ 無　）

加熱方式　　（　・ 貯湯式　　 ・ 瞬間式　）　　給水方式　（　・ 給水管直結　　・ ポンプ加圧給水　）6

Ⅰ 工事概要

1

2

3

建　物　名　称 構 造 階 数
延面積

(㎡)

消防法施行令

別表第１区分
備 考

工　　事　　種　　別

1

2

3

4

5

4

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

工事項目 ○印をしたもの

建物種別及び屋外

工事項目

空気調和設備

換気設備

排煙設備

自動制御設備

衛生器具設備

給水設備

排水設備

給湯設備

消火設備

ガス設備

厨房設備

浄化槽設備

撤去工事

建物概要

空気調和方式

主要熱源機器

換気設備

排煙設備

自動制御設備

給水設備

排水設備

消火設備

ガス設備

・ ＦＣＵ方式

・ ダクト方式　（ ・ 中央　　　・ 各階ユニット　） ・ ＦＣＵ方式

・ ＦＣＵ＋ダクト併用方式

・ パッケージ方式 ・ パッケージ方式＋空調換気扇

・ 直だき吸収冷温水機

・ 空気熱源ヒートポンプユニット

・ 小型吸収冷温水機ユニット

・ パッケージ型空気調和機

機械換気　（ ・ 有　　　　・ 無　）　　　　　　　・ 全熱交換型換気扇

機械排煙　（ ・ 有　　　　・ 無　）　　　　　　　法規　（ ・ 建築基準法　　・ 消防法　）

・ 電気式　　　　・ 電子式　　　　・ デジタル式

・ 水道直結方式　　　　　　　　　 ・ 高置タンク方式　（ ・ 上水　・ 井水　・ 中水　）

・ ポンプ直送方式　（ ・ 上水　・ 井水　・ 中水　）

建物内の汚水と雑排水　（ ・ 分流　　・ 合流　）

ポンプ排水　　（ ・ 有　　　（ ・ 湧水　・ 雨水　・ 雑排水　・ 汚水　）　　・ 無　）

汚水放流先　　（ ・ 公共下水道　　　　　・ し尿浄化槽　）

雑排水放流先　（ ・ 公共下水道　　　　　・ し尿浄化槽　）

・ 屋内消火栓　　・ 屋外消火栓　　　　　・ スプリンクラー

・ 連結送水　　　・ 連結散水　　　　　　・ 泡消火

・　　　　　　　　　 　・ 不活性ガス消火(　　　　)　　　・ フード等用簡易自動消火

・ 液化石油ガス

・ 都市ガス

5

Ⅱ 工事仕様
1 共通仕様

(2) 電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び建築工事はそれぞれの工事仕様書を適用する。なお、電気設備工事の

　　工事仕様書は(　／　)図、建築工事の仕様は(　／　)図による。

2 特記仕様

(1) 章は、●印の付いたもの、項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

(2) 特記事項は、「・」に○印の付いたものを適用する

(3) 形状寸法の単位は、特記した場合を除きミリメートルとする

特　 記　 事　 項項　　目章

　・ 防災設備　　　・ 監視制御装置　・ 危険物貯蔵装置

　・ 避難経路上に設置する設備　　　 ・ 火を使用する設備

　・ 給水装置　　　・ 排水装置　　　・ 換気機器　　　・ 空調機器　　　・ 熱源機器

※ 重要機器は次のものを指す。

※ 上層階の定義は次による

※（　）書きの数値は防振機器とする

　　設計用水平震度

設計用水平地震力と設計用鉛直地震力は同時に作用するものとする。

計算する。

ただし、設計用地震力(水平及び鉛直)は次の設計用水平震度Ｋ及び設計用鉛直震度Ｋｖ(Ｋ／２)を用いて

国土技術政策総合研究所外監修)｣による。

設備機器の固定等は、次に示す事項を除き、すべて｢建築設備耐震設計・施工指針2005年版｣(国土交通省耐震措置14

・ 山砂の類

・ 根切り土の中の良質土（管周囲の保護砂は ・ 要　　　・ 不要）埋戻し土・盛土13

残土処分

・ 構内指示の場所に敷き均し　　・ 構外指示の場所に搬出

・ 構内指示の場所にたい積　　　・ 場外搬出適切処理12

　 通常全ての作業床について手すり、中さん及び幅木の機能を有するものを設置しなければあらない。

　 の｢手すり先行工法等に関するガイドライン｣によるものとし、足場の組立、解体、変更の作業時には、

・ 枠組み足場を設ける場合は、｢｢手すり先行工法に関するガイドライン｣について｣(厚労省平成21年4月)

　　　・ 外部仮設足場（ ・　　　　　種　・　　　　　種）

　　　・ 内部仮設足場（ ・　　　　　種　・　　　　　種）

・ 本工事で設置とする。

・ 別契約の関係請負者が定着したものは、無償で使用できる。足場・さん橋類11

場内につくることが　　・ できる　　　・ できない工事用仮設物10

・ 設ける(高さ、材質、ゲート位置、延長等は図示)　　　・ 設けない仮囲い9

要する使用料金等は全て請負者の負担とする。

本工事に必要な工事用電力(基本料金を含む)、工事用水、及び官公署への諸手続など建築物引渡しまでに

その他

工事用電力、水、8

工事の施工に必要な官公署その他への必要な手続きは、遅滞なく行う。官公署への手続き7

監督員事務所6

１棟の延べ床面積が1,000㎡を超える建築物又は植栽工事で工事金額が500万を超える工事は、原則として

１級技能士。(改修工事を含む)

１棟の延べ床面積が1,000㎡以下の建築物又は植栽工事で工事金額が500万以下の工事は、原則として１級

又は２級技能士。(改修工事を含む)

・ 鉄筋施工　　　　　　　　　　　　・ 型枠施工

・ 熱絶縁施工技能士　　　　　　　　・ 建築板金技能士

・ 配管技能士　　　　　　　　　　　・ 冷凍空気調和機器施工技能士

本工事に下記の該当職種別技能士を適用する。技能士の適用5

・ 電気保安技術者　　　・ 電気保安技術者　　　・ 石油液化ガス設備士技術者の適用4

　 (対象機種：バックホウ、ブルドーザー、トラクタショベル、発動発電機、油圧ユニット等)

※ ｢排出ガス対策建設機械指定要領｣に基づき指定された建設機械を使用すること。

　 機械を使用すること。

※ ｢低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定｣(建設省告示第１５３６号)に基づき指定された建設

及び環境保全

施工中の安全確保3

外部機関((社)公共建築協会他)が発行する資料等の写しを監督職員に提出して承諾を受けるものとする。

なお、これらの機材を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明となる資料又は

　　(6)　販売、保守等の営業体制が整えられていること。

　　(5)　製造はたは施工の実績があり、その信頼性があること。

　　(4)　法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を所得していること。

　　(3)　安定的な供給が可能であること。

　　(2)　生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

　　(1)　機材等の所要の品質・性能を確保し、試験データが整備されていること。

機材及びその製造業者等は、次の(1)～(6)の事項を満たすものとする。

設備機材等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、JIS及びJASマーク表示のない

※ 要（提出先：(財)日本建設情報総合センター）　　　　　・ 不要

2

1

機材等

登録(工事カルテ)

工事実績情報の

●
一
般
共
通
事
項

設 置 場 所

上層階、屋

上及び搭屋

中間階

１階及び

地 下 階

耐　震　安　全　の　分　類

・ 特 定 の 施 設 ・ 一 般 の 施 設

重　要 一　般 重　要 一　般

機　器 水　槽 機　器 水　槽 機　器 水　槽 機　器 水　槽

2.0

(2.0)

1.5

(1.5)

1.0

(1.5)

2.0

1.5

1.5

1.5

(2.0)

1.0

(1.5)

0.6

(1.0)

1.5

1.0

1.0

1.5

(2.0)

1.0

(1.5)

0.6

(1.0)

1.5

1.0

1.0

1.0

(1.5)

0.6

(1.0)

0.4

(0.6)

1.0

0.6

0.6

建　物　階　数

２～６階建

７～９階建

上　層　階

最上階

上層２階

建　物　階　数

１０～１２階建

１３階建建

上　層　階

上層３階

上層４階

・ 設ける　（　　　　）㎡程度　　　・ 設けない　　　 ・　

設備概要

　 (本工事における工事種目ごとの概要を示すもので仕様を規定するものではない　○印を付けたものが該当項目となる)

　　○印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。●印と※印の付いた場合は、共に適用する

　　 満の場合は、JIS表示認定工場の品質証明書(別途様式)の提出により、スランプ試験、空気量試験、塩化物試験、

15 案内板 機器の取り扱い方及び重要な定期点検項目を書いたアクリル樹脂製の案内板を機械室に設ける。

案内板の大きさは、約　　　　　㎡とする。

16 総合調整 下記の項目の測定表を提出する。

・ 室内気流　　　　　　・ じんあい　　　　　　・ 騒音　　　　　　・ 水質

・ 風量調整　　　　　　・ 水量調整　　　　　　・ 温度　　　　　　・ 湿度　　　　　　・ 

17 容量等の表示 (1)　機器類の能力、容量等は、原則として表示された数値以上とする。

(2)　消費電力、燃料消費量、圧力損失は、原則として表示された数値以下とする。

18 特別な材料の工法 標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は、材料製造者の指定する工法とする。

19 配管 溶接部の非破壊検査　　　　・ 要　　　　・ 不要

20 地中埋設標等 地中埋設標及び埋設表示テープは、下記による。

イ）　給水管　　地中埋設標(　・ 要　　　　・ 不要　）　　　埋設表示テープ　・ 要　　　　・ 不要　）

ロ）　ガス管　　地中埋設標(　・ 要　　　　・ 不要　）　　　埋設表示テープ　・ 要　　　　・ 不要　）

ハ）　油管　　　地中埋設標(　・ 要　　　　・ 不要　）　　　埋設表示テープ　・ 要　　　　・ 不要　）

　地中埋設標が要の場合、その範囲は図示による。

ニ）　地中埋設標の舗装部分は（　・ コンクリート製　　　・ 鋳鉄製　）とする。

21 塗装工事 (1)　下記範囲内の裸の亜鉛鉄板、配管（亜鉛メッキされたもの）、吊りボルト(亜鉛メッキされたもの)は塗装なしとする。

　　 ・ 機械室　　　　・ 電気室

(2)　露出電線管の塗装は調合ペイント２回塗りとする。

22 防食工事

23 はつり 既存のコンクリート床、壁などの配管貫通部の穴明けは、原則としてダイヤモンドカッターによる。

24 電線及びケーブルの規格は、公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編)(平成25年版)による。電線類

25 施工図の取り扱い 施工図等の著作権に係る当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

26 吊り及び支持金物 (　・ 槽内　　・ 屋外　)の吊り金物・支持金物はステンレス鋼製(SUS304)とする。

27 他工事との取合い

施工図　　　他工事との取合いなどが検討できる施工図を提出し、監督員の承諾を受ける。

施工範囲　　別表－１による。

28 実施工程表

29 試験 (1)　各種配管の試験は、新設配管にのみ適用する。

(2)　新設配管は、既設配管との接続前に試験を行う。

(3)　改修工事における給水・給湯等の飲料用配管は水質検査を行い、検査結果を監督員に提出する。

30 工事写真 ・ 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の｢工事写真の撮り方(改訂第3版)建築設備編｣によるものとし、下記のものを提出する。

　 なお、写真提出はカメラ(フィルム)またはデジタルカメラとする。

区分

着工時

工事中

完成時

分類・規格

カラー　サービスサイズ

カラー　サービスサイズ

カラー　サービスサイズ

部数

１部

１部

１部

備　　　考

全景は、原則として外構工事完了後とする。

31 完成図書 ・ 完成図（　・ 設計図　　　・ 施工図　)

　　・ 原図修正の上、陽画複写図２つ折り製本　１部

　　・ 修正ＣＡＤデータ　　　　　　　　　　　１部

・ 保全に関する資料

・ 建設副産物実態調査について

　　※電子データにより、監督職員に提出する　　　・ 紙面により、監督職員に提出する

ステンレス鋼管施工

上の注意

(1)　コンクリート壁・床への埋め込み、スリーブ貫通部及びその他躯体との絶縁箇所には、プラスチックテープを１／２重ね

　　 １回巻きを施す。

(2)　保温のアルミ、ネット、巻き線、菊座等が直接接触しないように施工する。

(4)　地中埋設から地上あるいはピット等に至る管には、出た直近に絶縁フランジ又は絶縁継手を設ける。

コンクリート工事 (1)　コンクリート製造工場の選定

　　 ※JIS表示認定工場で、宮崎県生コンクリート品質管理監査会議の監査に合格した工場

　　　 (上記工場で製造されたレディーミクストコンクリートを使用する場合には、｢品質管理監査合格証｣の写し及び

　　　　｢配合報告書｣のみの提出とし、セメント、骨材、練り混ぜ水、混和剤の試験成績表及び配合計算書の提出を省略

　　　　することができる。)

　　 ・ 上記以外の工場

(2)　小規模工事の品質管理試験

　　 小規模工事(１工種の総使用量が50m3未満)のうち、構造上の安全確保が必要な部分を除き、１日の打設量が10m3未

　　 コンクリート強度試験を省略することができる。ただし、監督員の指示があった場合は、この限りではない。

1 温湿度調整目標

夏　季

冬　季

外気条件

℃

℃

室 内（ 調 整 目 標 値 ）

一般系統

湿 度

(ＲＨ)

温 度

(ＤＢ)

湿 度

(ＲＨ)

温 度

(ＤＢ)

湿 度

(ＲＨ)

温 度

(ＤＢ)

湿 度

(ＲＨ)

温 度

(ＤＢ)

％

％

℃

℃

％

％

℃

℃

％

％

℃

℃

％

％

・ 温度、湿度等の試験数値は監督員との協議による。

2 煙道 ・ 鋼板製　　　　　・ ステンレス鋼板製(SUS　　　)　　　　・ 厚さ　(　　　)mm

伸縮継手、掃除口、ばいじん量測定口及びばい煙濃度測定取付座の位置は図示による。

3 ダクト工法 ・ 低圧ダクト　　　・ コーナーボルト工法(長辺の長さが1,500mm以下の部分)

・ アングルフランジ工法

・ 高圧１又は２ダクト(適用範囲は図示による)とする。

4 ダクトの分岐方法 給気用ダクト　　・ 原則として割り込み分岐とする　　　・ 直付け方式とする

換気用ダクト　　・ 原則として割り込み分岐とする　　　・ 直付け方式とする

5 取付箇所は図示による。

6

風量測定口

チャンバー (1)　内貼りをするチャンバーの表示寸法は外寸とする。

(2)　空気調和機、温風暖房機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及び風道系で消音内貼りしたチャンバー

　　 には、点検口及び温度計取付座を設け、位置、大きさは図示による。

(3)　外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー類は、雨水の侵入、滞留等の無いように施工すること。

7 ダンパー

(2)　ピストンダンパー　復帰方式（　・ 遠隔　　　・　　　　）

※ダンパーが隠ぺい部分に設置される場合は、直近の点検口にダンパーの種類、数量等を表記すること。

8 配管材料

(2)　冷却水管　　　　　　・　

(1)　冷温水管　　　　　　・　

(3)　蒸気管　　　給気　　・　　　　　　　　　　還気　　・　

(5)　油管　　　　　　　　・　

(4)　ブライン管　　　　　・　

(6)　膨張管、空気抜管、膨張タンクよりボイラーへの給水管

　　　　　　　　　　　　 ・　

(9)　継手（管材がステンレス鋼管の場合）　　・　

(8)　冷媒管　　　　　　　・　保温付冷媒用被覆銅管

9 弁類

10 温度計

JISの呼び圧力５Ｋとする。ただし、特記部分はJISの呼び圧力１０Ｋとする。

・ 熱源機器の冷温水管（送り、返り）及び冷却水管（送り、返り）

・ ボイラーの温水管（返り）

・ 空気調和機の冷温水管（送り、返り）及び三方弁装置の冷温水管（送り、返り）

・ 熱交換器の温水管（送り、返り）

・ 冷温水ヘッダー（往き）及び冷温水ヘッダーの各返り管

・ 空気調和機（パッケージ形を含む）のサプライチャンバー、レタンダクト、外気取入ダクト及びレタンチャンバー

11 圧力計

・ 熱源機器の冷温水管（送り、返り）及び冷却水管（送り、返り）

・ 空気調和機の冷温水管（送り、返り）

・ 熱交換器の温水管（送り、返り）

・ 冷温水ヘッダー（往き、返り）

12 瞬間流量計

13 液面制御装置

なお、フロートスイッチ部と制御盤間の配管配線は製造者の標準仕様とする。

・ 返油ポンプ制御　　　　　・ 減油警報　　　　　・　

・ 給油ポンプ制御　　　　　・ 満油警報　　　　　・ 遠隔警報　　　　　・ 電磁弁制御

14 保温

15 予備品 ・ ファンコイルユニット用フィルター　各形番台数の１／２以上

・ 自動巻取形エアフィルター用フィルター　各１巻

・ 折込形エアフィルター、プレフィルター（アルミ枠付）　各１／２

●
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1 ダクト工法 ・ 低圧ダクト　　・ コーナーボルト工法（長辺の長さが1,500mm以下の部分）

8

標準仕様書第２編3.2.1.4による他、下記による。

標準仕様書第２編2.7.3による他、下記による。

・ 改修工事標準仕様書第１編2.2.1によるほか下記による。

(4)　その他、各機材の試験については標準仕様書第１編1.4.6による。

　　 標準仕様書第１編1.7.3の資料を提出する

(3)　地中埋設部は、標準仕様書第２編2.7.3による。

(1)　防煙ダンパー　　　復帰方式（　・ 遠隔　　　・　　　　）　　定格入力はDC24V、0.7A以下とする。

標準仕様書第２編2.3.2による。　なお、取付部は図示及び下記による。

標準仕様書第２編2.3.1による。　なお、取付部は図示及び下記による。

標準仕様書第２編2.3.7による。　また、コック付とする。　なお、取付箇所は図示による。

標準仕様書第２編2.3.5による。　制御盤には下記の端子を設ける。

ダクトの保温 ・ 有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　・ 無

厨房系統の長方形排気ダクトの板厚は、標準仕様書より１ランク厚いものを使用する。

2 ダクトの分岐方法 給気用ダクト　　・ 原則として割り込み分岐とする　　　・ 直付け方式とする

換気用ダクト　　・ 原則として割り込み分岐とする　　　・ 直付け方式とする

風量測定口 取付箇所は図示による。

ダクトのシール 厨房、浴室等(シャワー室、脱衣室を含む)系統の排気ダクトのシールは標準図(施工45,46)とする。

チャンバー

4

3

6

5

7

空気調和設備の当該項目による。

ダンパー 空気調和設備の当該項目による。

排気フード 排気フードの補強、支持金物、接合材等は、標準仕様書３編2.2.7.2によるものとし、材質は下記による。

・ ステンレス鋼板（補強共）

フード囲いは、上記フードと同材質とする。

フードの内部周囲のといには、黄銅製コック、プラグ又はステンレス製コックを取り付ける。

・ 高圧１又は高圧２ダクト(適用範囲は図示による)とする。

　　　　　　　　 ・ アングルフランジ工法

○
排
煙
設
備 建築設備定期検査業務指導書(日本建築設備安全センター)の排煙風量の検査方法に準ずる。排煙風量測定4

・ 手動及び遠隔操作の可能なもの　　・ 手動　　　　・ 電気式　遠隔操作（　・ 要　　・ 不要　）排煙口開放装置

・ ダクト取付　　（　・ ダンパー形　　・ 　　　　　）

・ 壁取付　　　　（　・ スリット形　　・ パネル形　）

・ 天井取付　　　（　・ スリット形　　・ パネル形　）排煙口の形式

・ 亜鉛鉄板　　　　　　　　　・ 普通鉄板（厚１．６mm以上）ダクト

3

2

1

1 中央監視制御 ・ 有　（　・ 本工事　　　・ 別途　電気設備工事　）　　　・ 無

2

3

電線管

構成その他 図示による

・ 電線管　　　　　・ ＰＦ管（隠ぺい）

4 試験その他

1

2

3

4

5

和風便器耐火カバー

洗面器

自動水栓

表記板

小便器自動洗浄装置

7 身体障害者用便器

8 その他

・ 設ける（ピット内は除く）　　　　　・ 設けない

洗面器、手洗い器は止水栓付とする。

電源供給方式　　　（　・ ＡＣ１００Ｖ　　　・ 電池内蔵型　）

・ 取付箇所（　・ 大便器　　・ 小便器　）　　・ 材質（　　　　　）

・ 小便器一体型　　　　　　 ・小便器分離型

図示による。

洗浄弁　（　・ 靴べら式押しボタン　　・ タッチスイッチ　・ センサー式　・ 足踏みボタン　）

1 配管材料

(7)　空調用排水・通気管　・　硬質塩化ビニル管(VP)　　・ 硬質塩化ビニル管(カラーVP)

(2)　一般配管　　　　　　　　　　・ 硬質塩化ビライニング鋼管(SGP-VB)　・ 耐衝撃性硬質塩化ビニル管(HIVP)　

(1)　給水引込管（直結部分）　　　・ 水道事業者の指定による　

○
自
動
制
御
設
備

・ 動作　　　　　　・ 絶縁抵抗　　　 　・ 耐電圧 　　　　・ 図示による

1

2

3

量水器、弁桝

弁類

水栓柱

4

5

6

・ 水道事業者指定品　　・ 標準図ＭＣ型　　・標準図ＶＣ型

　 量水器桝および弁桝のコンクリート部は工場製品としてよい。

JISまたはJV　　・ 水道直結部分（　・ １０Ｋ　　・　　）　　・その他の部分（　・ ５Ｋ　　・　　）

逆止弁の衝撃吸収式はライニング不要とする。

・ ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

・ 合成樹脂製　　　・ 人造石研ぎ出し製　　　・ ステンレス製

管の埋設深さ

建物導入部配管

引込納付金等

保温

7

8

9

10

管の上端より原則として、一般敷地は　（　・ 30cm　　・　　 cm　）

構内道路は　（　・ 60cm　　・　　 cm　）以上とする。

・ 標準図施工４の　　による　　　　・ 埋設フレキ

・ 要　（　・ 本工事　　　・ 別途工事　）　　　・ 不要

配管材料

洗面器等の排水管

満水試験継手

(1)　屋内　　汚水管　　　・ 硬質塩化ビニル管(VP)　　　雑排水管　・ 硬質塩化ビニル管(VP)

　　　　　　 通気管　　　・ 硬質塩化ビニル管(VP)　 ・ 硬質塩化ビニル管(カラーVP)(露出部)

(2)　屋外　　第１桝まで　・ 硬質塩化ビニル管(VP)　　　桝間　　　・ 硬質塩化ビニル管(VU)

洗面器に直結する排水管は、器具トラップより１サイズアップとする。

台所流し等の床上部分の接続は本工事とし、配管は、硬質塩化ビニル管(VP)とする。

図示の箇所に取り付ける。

4

5

6

インバート桝

放流納付金等

保温

桝のコンクリート部分は工場製品としてもよい。

・ 要　（　・ 本工事　　　・ 別途工事　）　　　　・ 不要

配管の保温材　　・　

1

2

3

4

5

配管材料

継手（管材がステンレス鋼管の場合）　　・　

絶縁フランジ 図示の箇所に取り付ける。

弁類 JISまたはJV　　　（　・ ５Ｋ　　　・ １０Ｋ　　）

・ ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

湯沸かし器の排水

保温

貯湯式湯沸器のオーバーフローは、ステンレス管にて最寄りの流しに間接排水する。

配管の保温材　　・　

6 その他 ・ 潜熱回収型給湯器の適用　標準仕様書第５編1.3.5による。

1 配管材料 (1)　屋内消火栓　　一般　・　　　　　　　　　　　　　地中　・　

(2)　連結送水管　　一般　・　　　　　　　　　　　　　地中　・　

(3)

2 建物導入部配管 ・ 標準図施工４の　　による　　　　・ 埋設フレキ

3 その他 ※標準図機材47の(ハ)による。表示灯、発信器、非常電話、非常コンセントは、別途とする。

○
消
火
設
備

1

2

機器の寸法 参考寸法とする。

機器の固定 燃焼機器、加熱調理機器、高さ１ｍを超える機器及び下記の機器の7固定については、標準仕様書

第５編1.6.1(b)、2.2.6による。

・　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　・　

3 その他 各機器は標準仕様書第５編1.6.1(k)の安全装置を備えること。

○
厨
房
機
器
設
備

1

2

3

4

5

7

8

9

10

11

ガス種別 ・ 都市ガス　種別(　　)　　発熱量(　　)MJ/m3

・ 液化石油ガス

水栓

量水器

2

3

(6)　継手（管材がステンレス鋼管の場合）　　・　

(4)　屋外地中配管　　　　　　　　・ 耐衝撃性硬質塩化ビニル管(HIVP)　　・　

(5)　厨房、浴室等のシンダー内配管　　　　　・ 　　　　　　　　　　　　・　

・ 台所流し用の水栓は泡沫式とする。

・ 水抜栓を使用する場合、屋外に設ける水栓は耐寒水栓とする。ただし、屋内は固定コマ式とする。

・ 親メーター　（　・ 貸与品　　・ 買い取り　）　　　・ 子メーター　（　・ 貸与品　　・ 買い取り　）

・ 別途工事　（　・ 50kg　　・　 　kg　）×　　　本充填容器

配管材料

・ 標準図　　施工７０による　　　　本組　　　　　・ 図示による集合装置

転倒防止等 ・ 標準図　　施工７１　（　・ (a)　　　・ (b)　）による

メーター ・ ガスメーター　（　・ 貸与品　　　・ 買い取り　）

ガス漏れ警報機 ・ 本工事（図示による）　　　　・ 図示による

漏洩検地装置 ・ 要　　　　・ 不要

絶縁継手 ・ 建物導入部に設ける　　　　　・ 図示による

緊急遮断弁 ・ 要　　（　・ 本工事　　　　 ・ 別途工事　）　　　　　・ 不要

・ 標準図施工４の　　による　　　　・ 埋設フレキ建物導入部配管

1 処理方法 ・ 小規模合併処理

2

3

4

5

6

7

8

処理能力

形式

放流水質性能

消毒剤

主要構造物

電源

工事範囲

・ 合併処理

　 ・ 分離接触ばっ気方式　　　　　・ 嫌気ろ床接触ばっ気方式

　 ・ 脱窒ろ床接触ばっ気方式

　 ・ 接触ばっ気方式　　　　　　　・長時間ばっ気方式

・ 現場施工型　　　　　　・ ユニット型

・ ＢＯＤ　　　　mg／L以下、除去率　　　　％以上

１ヶ月相当分を納入する。

・ ＦＲＰ製　　　　　・ コンクリート製

　　　　相　　　　　Ｖ　　　　　ｋｗ

(2)　基礎杭は、　　　・ 要　　　　　・ 不要

(3)　送風機室は、　　・ 要　　　　　・ 不要（次による）

(4)　防護さくは、　　・ 要　　　　　・ 不要（次による）

　b) さくの高さ　　　　 ｍ

(7)　土止め（矢板）　　 ・ 有　　　　　・ 無

　・ 矢板の種類（鋼矢板　　　　　型、長さ　　　　　ｍ）

　・ 打ち込み引き抜き工法

　・ 打ち込み深さ　　　　　ｍ（一部　　　　　ｍ）

○
浄
化
槽
設
備

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

流入管底

流出方式

マンホール蓋

通気口

フローシート

荷重強度

放流水質確認

騒音値

消泡装置

配管材料

地下水位

設計ＧＬ－約　　　　　　ｍ

・ 自然流下（設計ＧＬ－約　　　　　ｍ）　　　・ ポンプアップ方式

・ 国土交通省型　　　・ メーカー標準品

・ 蓋の強度は、安全荷重（　　　　　　）ｋＮとする。

・ 蓋は（　・ ボルトロック式　　　・ 錠　　　・ 回転ロック式　）とする。

・ 要　（　・ メーカー標準品　　　・ 図示による　）　・ 不要

合成樹脂パネル（厚さ４mm以上、文字は彫り込み）を浄化槽付近に付ける。

し尿浄化槽装置の荷重強度は、下記の条件を満足するものとする。

・ 積載荷重（　　　　　　）ton

・ 使用開始から６ヶ月経過後、放流水質（ＢＯＤ、ＳＳ）を確認し報告する。

・ 　　　　　ホン以下（ブロワー値）

・ ノズル式　　　　・ 消泡剤式

・ 送気管（槽内）　　　　　　　　　　　　　・ メーカー標準品

・ 送気管（槽外）　　　　　　　　　　　　　・ メーカー標準品

ＧＬ－約　　　　　　ｍ、浮上防止（　・ 要　　　　・ 不要　）

○
浄
化
槽
設
備

1 撤去内容 ・ 保温材は、ダクト類、配管類から分離する。なお支持金物は取り外す。

・ 冷媒は、回収後の無害化処理までを本工事とする。

・ その他の撤去内容は、図示による。

2 発生材の処分方法

・ 再資源化を図るもの（　・ アスファルト　　・ コンクリート　　　・ 　　　　　　　　）

・ 引渡しを要するもの（　・　　　　　　　　 ・　　　　　　　　　 ・ 　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　 （　・　　　　　　　　 ・ 　　　　　　　　　・　　　　　　 　　）

・ 特別管理産業廃棄物（　・　　　　　　　　 ・　　　　　　 　　　・　 　　　　　　　）

※資源の有効な利用促進に関する法律（建設リサイクル法）

　　・ 対象建設工事　　　　・ 対象外建設工事

建築物の新築・増築

建築物の修繕・模様替え(リフォーム等)

建築物の解体

建築物以外のものの解体・新築等(土木工事等)

対象建設工事の種類対
象
建
設
工
事

規模の基準

請負代金の額　　　　　　　　１億円

床面積の合計　　　　　　　　 500㎡

床面積の合計　　　　　　　　　80㎡

請負代金の額　　　　　　　 500万円

・ 本工事により発生する建設廃棄物のうち、宮崎県内の焼却施設及び最終処分場に搬入する

　 建設産業廃棄物は、産業廃棄物の処理に係る税が課税されるので適正に処理すること。

3 アスベスト含有

保温材等の撤去工事 アスベスト含有分析

・ 行う(下表による)　　　　・ 行わない

※Ｘ線回折分析

※　３

・ (　　　)

材　料　名 調査方法 １材料当りの試料数

JIS　A1481

・ (　　　　　　　　 )

別表－１　　他工事との工事区分表

●印は工事範囲とする。

工　事　内　容
機械設備

工　　事

本工事 他工事

工　　事

電気設備
建築工事

機 器 の 基 礎

機 械 関 係

配電盤・制御盤の基礎

屋　内

屋　外

屋　上
電 気 関 係

架台、アンカーボルト

自家発電機の基礎(アンカーボルトを除く)

テレビアンテナ基礎(アンカーボルトを除く)

避雷針の基礎(アンカーボルトを除く)

屋内設備(架台、アンカーボルトを除く)

屋上設備(架台、アンカーボルトを除く)

屋外設備(架台、アンカーボルトを除く)

特記した基礎(機械関係及び電気関係以外)

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

開　口　部

梁、床、壁

　貫通スリーブ

補強を要するもの

補強を要しないもの

梁、床、壁

　貫通部型枠

補強を要するもの

補強を要しないもの

軽量鉄骨下地、壁

天井ボード類の切込

補強を要するもの

補強を要しないもの(ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽは除く)

埋込形分電盤、

　端子盤等の型枠

補強を要するもの

補強を要しないもの

スリーブの穴埋め（型枠の穴埋めを含む）

上部開口部の墨出し

上部開口部の補強

ＯＡフロア用配線器具

断熱材兼用型枠の切込

● ●

●●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

点　検　口

外部取付ガラリ

湯沸室のフード

換気扇の取付枠

流　し　台

防　油　堤

屋外排水管

床、壁、天井

ダクト、チャンバーの接続用フランジを含む

排水トラップ共

オイルサービスタンクの防油堤

タンク基礎

床下のマンホール蓋

雨水

汚水、雑排水

自家発用

空 調 用

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

雨水立管（たてどい）

身障者用便所手すり

化粧鏡

はめ込形洗面器用カウンター（前板共）

ガスボンベ転倒防止用の鎖

●

●

●

●

●

自動ドア及び電動シャッターなどの制御部と

　操作スイッチ間の配管配線及び操作スイッチ

防火扉レリーズ

電極棒

配線ピット及び蓋

機器などへの接続（１次側）

機器付属の制御盤以降の２次側の配管配線（接地共）

機器付属の制御盤への電源供給配管配線

自動制御盤と動力盤との電源供給の渡り配管配線

自動制御盤と動力盤との操作回路の渡り配管配線

天井吊り形ＦＣＵ、個別パッケージ、全熱交換ユニット等の機器

　と付属操作スイッチとの渡り配管（接地共）

天井吊り形ＦＣＵ、個別パッケージ、全熱交換ユニット等の機器

　と付属操作スイッチとの渡り配線

天井吊り形ＦＣＵ、個別パッケージ、全熱交換ユニット等の機器

電気配管配線

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

(1) 図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編

32

33

機 械 設 備 工 事 特 記 仕 様 書

　　(最新年度版)｣及び｢公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編)(最新年度版)｣並びに国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修

　　の｢公共建築設備工事標準図(機械設備工事編)(最新年度版)｣による。

※公共建築改修工事標準仕様書(建築工事編)最新年度版 (9.1.1)(9.1.2)(9.1.4)による。

工事名称　令和6年度　椎葉村UIターンサポートセンター事務所整備工事

工事場所　宮崎県東臼杵郡椎葉村下福良

椎葉村UIﾀｰﾝｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ 木造 1

屋外屋内

〇 〇

〇

〇

〇 〇

〇 〇

〇

〇 〇

〇 〇

●
空
気
調
和
設
備

●
換
気
設
備

6

●
ガ
ス
設
備

●
給
湯
設
備

●
排
水
設
備

●
給
水
設
備

●
衛
生
器
具
設
備

(3)　屋内地中配管　　　　　　　　・ 硬質塩化ビライニング鋼管(SGP-VD)　・ 耐衝撃性硬質塩化ビニル管(HIVP)

●
撤
去
工
事

・ 概成工期 (令和　　年　　月　　日)

(1)　配管の保温材　　　　　　・　メーカー仕様による

(4)　冷媒管の保温外装　　　　・　スリムダクト

　　　　　　　　　　　　　　　　 ・ 保温付架橋ポリエチレン管

配管の保温材　　・ メーカー仕様による

・ 保温付架橋ポリエチレン管　　・ ステンレス鋼管(SUS)

(1)　屋内　　　　一般　・ 配管用炭素鋼鋼管(SGP)　　屋内地中　・ ポリエチレ被覆鋼管(PEL)

(2)　屋外　　屋外地中　・ ポリエチレン被覆鋼管(PEL)　　・ ガス用ポリエチレン管(PE)

・ 引渡しを要するもの以外は、構外搬出適切処理とする。

(2)　ダクトの保温材　　　　　・　

(3)　空調用排水管の保温材　　・　保温チューブ

－－－

縮尺

測量 工事名称

図面名称

承 認 担 当 製 図 令和6年度
椎葉村UI タ ー ン サポー ト セ ン タ ー事務所整備工事

NO SCALEＴＥＬ０９８２(５６)-５５３０

宮崎県知事登録 第A-６ ６ ０ ２号

一級建築士　大臣登録第２ ０ ６ １ ７ ５号　代表社員　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３ ５ ７番地

尾 前 設 計 合 同 会 社 工事図面
図面No.

Ｍ

０ １事

記

機械設備工事特記仕様書



衛生器具表 空調換気機器表

室　名 器具名称 仕様・付属品 型　　番 数量

男子トイレ
洗面脱衣室

女子トイレ
洗面脱衣室

トイレ

洋風便器

洗面化粧台

洋風便器

洋風便器

防露便器,防露タンク,温水洗浄便座,紙巻器

防露便器,防露タンク,温水洗浄便座,紙巻器 CS232B,SH232BF,TCF6623,YH52R

1

1

防露便器,防露タンク,温水洗浄便座,紙巻器 CS232B,SH232BF,TCF6623,YH52R 1

W=750,混合水栓,化粧鏡,止水栓

W=750,混合水栓,化粧鏡,止水栓洗面化粧台 LDBA075BAGMS1A,LMBA075B1GDG1G

1

1

ダイニング 流し台

コンロ台

吊戸棚

水切棚

混合水栓

流し台

コンロ台

吊戸棚

水切棚

混合水栓

事務室

屋外 ガス給湯器

散水栓

廊下 洗濯機パン

洗濯機用水栓

640×640,縦引きトラップ PWP640N2W,PJ2009NW

緊急止水弁付

1

1

1

1カップリング付,ボックス T28UNH13

－屋外壁掛形24号,給湯専用,リモコン

1

1

1

1

1

W1,000×D550×H800

GKW-K-60K

GKW-S-100SYN

W1,000×D367×H500,不燃仕様 GKW-A-100AF

W600×D543×H623,バックガード

W898×D235×H300,1段 NSR-90-1

壁付,シングルレバー混合水栓 TKS05312J

1

1

1

1

1

W1,000×D550×H800

GKW-K-60K

GKW-S-100SYN

W1,000×D367×H500,不燃仕様 GKW-A-100AF

W600×D543×H623,バックガード

W898×D235×H300,1段 NSR-90-1

壁付,シングルレバー混合水栓 TKS05312J

ルームエアコン 壁掛形

冷房:2.2kW　暖房:2.2kW

MSZ-AXV2224

記号

ACR-1

機器名称 仕様・能力・付属品 型　番 消費電力 数量

1φ100V (冷)655w

(暖)470w

1

ACR-2 1φ100V (冷)655w

(暖)470w

1ルームエアコン 壁掛形 MSZ-AXV2224

冷房:2.2kW　暖房:2.2kW

ﾘﾓｺﾝ,転倒防止金具

ﾄﾞﾚﾝｱｯﾌﾟｷｯﾄ,ﾘﾓｺﾝ,転倒防止金具

ルームエアコン 壁掛形

冷房:5.6kW　暖房:6.7kW

ﾘﾓｺﾝ,転倒防止金具

MSZ-AXV5624SACR-3 1φ200V (冷)2,380w

(暖)1,980w

1

ACR-4 31φ100V (冷)655w

(暖)470w

ルームエアコン 壁掛形

冷房:2.2kW　暖房:2.2kW

ﾘﾓｺﾝ,転倒防止金具

MSZ-AXV2224

FE-1 ダクト用換気扇 VD-10ZC14φ100×70m3/h×30Pa

SUS製深形ﾌｰﾄﾞφ100

1φ100V 9.3w 3

FE-2 ダクト用換気扇 UB付属品(建築工事) －

SUS製深形ﾌｰﾄﾞφ100

2

FE-3 レンジフード

φ150×350m3/h×40Pa

W=600,ﾌﾞｰｽ形

SUS製深形ﾌｰﾄﾞφ150

V-602K9 1φ100V 56w 2

TW11RF

CS232B,SH232BF,TCF6623,YH52R

LDBA075BAGMS1A,LMBA075B1GDG1G

－－－

縮尺

測量 工事名称

図面名称

承 認 担 当 製 図
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5,460910

12,740

1,820 9101,820 910 910

910 2,730 3,640 2,730 2,730

12,740

1 5

階段

押入

物入

洋室

玄関

玄関
土間 (打合せ)

事務室

トイレ

廊下

浴室
(UB1616)洗面脱衣室

改 修 　 １ 階 平 面 図 　 　 　 　 Ｓ ＝ １ / ５ ０

浴室
(UB1616)

ダイニング

側溝

女子トイレ
洗面脱衣室
男子トイレ

ガス管：(屋内部)配管用炭素鋼鋼管(白) SGP

　　　　(埋設部)ポリエチレン被覆鋼管 PEL

G

G

G
G

15
1
5

1515

15

15

ｶﾞｽ給湯器新設
24号

※屋外露出部の配管は凍結防止ﾋｰﾀｰ巻きとする。

給湯管：(全　般)保温付架橋ポリエチレン管

13

1
3

1
3

1
3

1313

13

13

13

通気管：(屋内部)硬質塩化ビニル管 VP

　　　　(露出部)カラー硬質塩化ビニル管 CVP

CVP50

通気口50A

排水管：(埋設部)硬質塩化ビニル管 VU　※桝間

　　　　(屋内部)硬質塩化ビニル管 VP

浄化槽ﾌﾞﾛﾜ移設
配管共

100-150,ﾗｲﾄ蓋
塩ビ桝新設

100-150,ﾗｲﾄ蓋
塩ビ桝新設

5
0

100100 100

100

7
5 5
0

5
0

131313

COA-100

7
5

5
0

4
0

50

COA-80 75 75 75

COA-80

7
5

75

40

5
0

75

40

50

散水栓

既設量水器13m/m

凡例

給水管：(埋設部)耐衝撃性硬質塩化ビニル管 HIVP

　　　　(屋内部)保温付架橋ポリエチレン管

13

1
3

13

13

13
1
3 13

13

13

1
3

※新設配管に伴うｺﾝｸﾘｰﾄ解体復旧は本工事とする。

1
3
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給排水設備　改修 １階平面図
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浴室
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ダイニング

女子トイレ
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洗面脱衣室
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空調換気設備　改修 １階平面図



ACR-4

ACR-4

ACR-4

6.35/9.52,VP206.35/9.52,VP206.35/9.52,VP20

R/
D

R/
D

R/
D

R/
D

1,820 910

3,640 910 2,730

7,280

3,640 910

7,280

2,730
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階段

洋室-２

洋室-１

押入

交流スペース

ホール

押入

－－－

ＴＥＬ０９８２(５６)-５５３０

尾 前 設 計 合 同 会 社 宮崎県知事登録 第A-６ ６ ０ ２号

一級建築士　大臣登録第２ ０ ６ １ ７ ５号　代表社員　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３ ５ ７番地
縮尺

測量 工事名称

図面名称

承 認 担 当 製 図

( A3 ) S=1 : 50

図面No.

０ ５

Ｍ工事図面
令和6年度
椎葉村UI タ ー ン サポー ト セ ン タ ー事務所整備工事

事

記

空調換気設備　改修 ２階平面図



量水器13m/m
既存のまま

混合水栓
撤去

ｼｬﾜｰ金具
撤去

洗面化粧台
撤去

洋風便器
撤去

流し台･ｺﾝﾛ台
撤去

ｶﾞｽｺｯｸ(1口)
撤去

ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞ
撤去

撤去

電気温水器(370L)
撤去

ｵｲﾙﾀﾝｸ(90L)
撤去

有圧換気扇(30cm)
撤去
有圧換気扇(30cm)

貫流蒸気ﾎﾞｲﾗｰ(100kg/h)
撤去
※煙突･ﾌｨｰﾄﾞﾎﾟﾝﾌﾟ･他付属品共

浴槽
撤去

※不要な配管類･器具類は全て撤去とする。

合併浄化槽(5人槽)
既存のまま

撤去
有圧換気扇(30cm)

浄化槽ﾌﾞﾛﾜ
移設

3,640 910 910 1,820

1,820 1,820

2,275

15,015

5,460

910 2,730 3,640 2,730 2,730 2,275

15,015

廊下

1 5

階段

階段下収納

仏間 押入
(便器無し)

外トイレ

和室６帖

トイレ 洗面 浴室

押入

物入

和室４.５帖
玄関　　台所

食器棚

物置-２

物置-１

現 況 　 １ 階 平 面 図 　 　 　 　 Ｓ ＝ １ / ５ ０

作業場

側溝
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既存撤去図


